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序

田野町は、宮崎市の西方約 20kmにあります。鹿村野地区では、平成 9年度から県営畑地

帯総合整備事業が実施されることになりました。そこで、事業の施工によつて現状保存が

困難な部分を記録によつて保存するための発掘調査を行いました。

調査は、宮崎県中部農林振興局からの受託事業と国庫補助事業により平成 9年度から 12

年度にかけて行いました。調査した遺跡はズクノ山第 2遺跡、前ノ原第 2遺跡、ズクノ山

第 1遺跡であります。

調査の結果、縄文時代の早期から晩期そして弥生時代までの遺構や遺物が多数検出され

ました。その主なものとして、縄文早期の石組みを行つた調理施設多数、弥生時代の上製

の勾玉 (ま がたま)、 石器群、南九州的な住居跡が多数出上して、集落全体の様相が明らか

になつたものなどの、貴重な遺構や遺物であります。その他には、多数の上器片や石器類

が出上しています。

本書が学術資料としてだけでなく、学校教育や社会教育の場で広く活用され、埋蔵文化

財の銀護と理解への一助となれば幸いです。

最後になりましたが、この発掘調査にあたつて御指導いただいた県教育委員会文化課並

びに調査についてのご理解、ご協力をいただいた地元の方々や関係者の方々に厚くおネL申

し上げます。

平成 15年 3月

田野町教育委員会

教育長  西 英 介
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例 口

1・ 本書は、平成 9年度から実施された県営畑地帯総合整備事業鹿村野地区に伴 う埋蔵文

化財発掘調査のうち、平成 10年度に実施された前ノ原第 2遺跡、ズクノ山第 1遺跡、

ズクノ山第 2遺跡E地区における調査結果を報告するものである。

2・ 本遺跡の現地調査及び室内調査は、宮崎県中部農林振興局からの受託事業と文化庁の

国庫補助金を得て、田野町教育委員会が実施した。調査体制は以下の通 りである。

調査主体 田野町教育委員会

(平成 10年度)教育長            鍋倉 政信 (4～ 9月 )

堀内 侃  (10～ 3月 )

社会教育課長        田原 信行

社会教育課長補佐兼係長   川口 博文

埋蔵文化財担当 同主査    森田 浩史 (前 ノ原第 2遺跡 )

同主任主事  金丸 武司 (ズ クノ山第 2遺跡E地区)

(平成 12年度)教育長

社会教育課長

社会教育課長補佐

社会教育係長

埋蔵文化財担当 同主査

同主事

同調査員

(平成 14年度)教育長

教育次長兼・社会教育課長

社会教育課長補佐

社会教育係長

埋蔵文化財担当 同主査

堀内 侃

永谷 弘

川越 修治

有村 勝弘

後藤 敏典

森田 浩史

金丸 武司

田鍬 美紀

西田 英介

新坂 政光

川越 修治

後藤 敏典

森田 浩史

(4～ 6月 )

(6～ 3月 )

(調査担 当)

同主任   金丸 武司

同調査員  吉住さと子

3・ 現地の作業員として、田野町内の方から多数の参加をいただいた。

4・ 室内調査の実施にあたり、下記の方々の協力を得た。

5。 現地における遺構図は、株式会社埋蔵文化財サポー トシステム及び町内の作業員が行

― ―
~



下

った。

6・ 本書の執筆及び編集は、森田と金丸が分担して行つた。

7・ 現地の写真撮影は、ズクノ山第 1遺跡、前ノ原第 2遺跡を森田が、ズクノ山第 2遺跡

A～ E地区を金丸が行つた。

8・ 遺物の実測及びトレースは、田鍬・吉住及び室内整理作業員が行つた。

9。 遺物の写真撮影は吉住が行つた。

10・ 写真図版・観察表の作成は森田、吉住及び室内整理作業員が行つた。

11・ ズクノ山第 2遺跡 E地区における土坑の覆土は、株式会社古環境研究所に自然化学分

析を委託した。

12・ 本書で用いた方位は磁北、標高は海抜絶対高である。

13・ 本書の色調表示は、農水省農林水産技術会事務局監修の『標準土色帳』を参考にした。

14・ 本書で用いた遺構略号は以下の通 りである。

竪穴住居 :SA、 掘立柱建物 :SB、 集石遺構 :SI、 土坑 :SC、 ピット i sP、

配石遺構 :SX

*なお、集石遺構よりも範囲が広く、掘込みを伴わない礫の広がりは、「礫群」とした。

15。 調査にあたつては、以下の方々にご指導 。ご協力を賜つた (五十音順・敬称略)。

秋成雅博、天池 学、石川悦雄、井田篤、伊東但、伊藤雅乃、今日秀樹、黒川忠広、棄畑光博

佐藤好司、日高広人、藤木 聡、馬籠亮道、人木澤一郎、山下 実、山田鉄哉

16。 本遺跡における縄文時代早期の時期は、土器型式上で前平式～石坂式を前葉、下剥峯

～桑ノ丸式を中葉、妙見・天道ヶ尾式～塞ノ神式を後葉、鎌石橋式～轟 I式を末葉 と

する。それぞれの型式の認定基準は、以下の文献に準じた。

南九州縄文研究会 2002「南九州貝殻文系土器」 I～鹿児島県～『南九州縄文集成』 1

高橋信武 1998「縄文早期後葉の九州」『九州縄文土器編年の諸問題』九州縄文研究会

吉本正典 1998「妙見式土器の検討」『同上』

17・ 出土遺物や、図面等の記録類は、田野町教育委員会で保管している。
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第 I章 序説

第 I章 序 説

第 1節 調査に至る経緯

田野町は、宮崎市の西方約20kmの地点を中心とする田野盆地と、それを取 り囲む鰐塚山を

始めとする山々からなり、 1市 (宮崎市)と 5町 (清武町、高岡町、山之日町、三股町、北郷

町)に接している。主な産業は、大根やタバコなどを主林とする農業であるが、近年は、高速

道路や国県道の整備によって交通の要衝の地となり、更に工業団地の整備、企業や専門学校の

誘致、宅地開発の振興が行われた結果、徐々にではあるが商・工業の町として発展を見せてい

る。その反面で、農業基盤整備事業や各種開発事業に伴う埋蔵文化財の保存は大きな問題とな

っており、町教育委員会でも調整や調査林制の整備充実を図つてきた。しかし、遺跡の大半は

記録保存の対象となり、消滅しているのが現状である。

平成9年度、町北東部にあたる鹿村野台地において県営畑地帯総合整備事業鹿村野地区が実

施されることとなり、県文化課が事業地内に試掘調査を行ったところ、アカホヤ火山灰層上層

において、部分的に柱穴や縄文時代後期にあたる遺物が確認された。この地点は農道が敷設さ

れる予定であったため、生活跡が確認された部分の周辺に、調査による記録保存を実施するこ

ととなった。調査は平成10年 1月 19日 に着手し、 3月 19日 まで行われた。遺跡名は 「ズクノ

山第2遺跡A～C地区」である。

平成 10年度には、台地南端と北端の 2箇所が事業予定地となった。県文化課の試掘調査に

より、集石遺構などの縄文時代早期の生活跡が分布する事が明らかとなった。この結果を受け、

設計施工上消滅を免れない部分について、発掘調査による記録保存を実施する事となり、平成

10年 8月 11日 より現地の調査に着手した。調査は12月 21日 まで行われた。遺跡名は、台地北

端が 「ズクノ山第2遺跡E地区」、南端が 「前ノ原第2遺跡」である。

平成11年度は、台地北部の丘陵地が事業予定地となり、発掘調査が行われた。 この調査結

果については、「田野町文化財調査報告書第42集 ズクノ山第2遺跡F地区」で既に報告したと

おりである。

平成 12年度には、丘陵地の西側が事業予定地となった。県文化課の試掘により、アカホヤ

火山灰層下部において縄文時代早期の生活跡が分布することが明らかとなった。この結果を受

け、設計施工上やむを得ず消滅を免れない部分について、発掘調査による記録保存を実施する

事となり、平成 12年 9月 1日 より現地の調査に着手した。当初は縄文時代早期を調査する予

定であったが、アカホヤ火山灰層を取 り除いた段階で、弥生時代の住居跡が多数存在すること

が明らかとなった。調査は同年12月 28日 まで行われた。遺跡名は 「ズクノ山第1遺跡」であ

る。

第 2節 遺跡の位置と歴史的環境

鹿村野地区は、田野町の北々東、清武町と宮崎市の境界付近にある、標高95～ 110mの 台

地である。東側には清武川が北側に向かって流れ、西側には黒北川が台地の縁辺に鋸歯状の谷
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を刻みなが ら流れるため、周囲か ら半ば孤立 している。現在は起伏の少ない平坦地が広がつて

いるが、開墾前は開析谷 と微高地が混在する地形であつた ことが、表土除去作業を通 して明 ら

かになった。

鹿村野地区に広がる台地上は、平成9年度よ り12年度まで続けられた発掘調査の成果によっ

て、先史時代の遺跡が多 く分布す ることが明 らか となっている。平成 10年度に行われたズク

ノ山第 2遺跡D地区の調査では、アカホヤ火山灰層下部で検出されたピッ トよ り、山形押型文

と撚糸文が併用された土器が出土 した。また、北側に位置する丘陵の傾斜面上に立地するF地

区か らは、30基以上の集石遺構や 3基の炉穴が検出されたほか、主に縄文時代早期中葉の遺

物が多 く出土 した。台地南側は前ノ原第 2遺跡以外に遺跡の分布は確認されていないが、調査

区の隣接地より狭状耳飾が採集されている。

鹿村野台地周辺は、清武川が北側に大きく蛇行する地点であ り、 この左岸の台地上は、宮崎

市。清武町に跨つて先史時代の遺跡が密集する。鹿村野台地よ り黒北川を挟んで北側にある椎

屋形地区には椎屋形第 1・ 第 2遺跡が立地 してお り、 旧石器時代の遺物や縄文時代草創期の爪

形文土器、早期前葉に当たる礫群・炉穴等が検出されている。開析谷を挟んだ東側には時屋地

区遺跡群が立地 してお り、上の原第 1～第4遺跡か らは、 旧石器時代か ら中世まで幅広い年代

にわたって生活跡が確認されている。 また、 白ヶ野第 2・ 第 3遺跡は、縄文時代 を通 して集落

が検出されている。更にその南東には、清武町教育委員会によ り、平成8年度か ら、平成 14年

度である現在まで調査が続け られている、船引地区遺跡群が立地 している。

このように、鹿村野地区及びその周辺には、多 くの遺跡が集中する地点である。 これ らの遺

跡の変遷は、第Ⅵ章で詳 しくまとめたい。

なお、次頁の表1は、第1図 内に示 した遺跡の概略を示 したものである。

(参考文献)

九州前方後円墳研究会 2001『 九州の横穴墓と地下式横穴墓』第Ⅱ分冊

清武町教育委員会 1997「 白ヶ野第■第4遺跡」『清武町文化財調査報告書』第5集

清武町教育委員会 1998「滑川第1・ 第2遺跡■一滑川第3遺跡」『清武町文化財調査報告書』第6集

清武町教育委員会 1999「滑川第1遺跡 2-滑川第2遺跡 2」 『清武町文化財調査報告書』第7集

清武町教育委員会 2000「 山田第1・ 山田第2遺跡」『清武町文化財調査報告書』第8集

宮崎県埋蔵文化財センター 1997「尾平・楢原遺跡 楢原遺跡」

『宮崎県埋蔵文化財センター発掘調査報告書』第8集

宮崎県埋蔵文化財センター 1999「上の原第3遺跡」

『宮崎県埋蔵文化財センター発掘調査報告書』第13集

宮崎県埋蔵文化財センター 2000「上の原第 4遺跡 白ヶ野第 3遺跡A地区 上の原第 2遺跡

上の原第 1遺跡 白ヶ野第 3遺跡 B地区」

『宮崎県埋蔵文化財センター』第 25集

宮崎県埋蔵文化財センター 2002「 白ヶ野第 2・ 第 3遺跡」

『宮崎県埋蔵文化財センター発掘調査報告書』第52集
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第 1章 序説

第 1図 鹿村野地区周辺遺跡分布図(1/35,000)

1.前 ノ原第2遺跡 2.ズクノ山第2遺跡 E地区 3.同 A～ C地区 4.同 D地区 5,同 F地区 6.ズクノ山第1遺跡 7.灰

ヶ野地下式横穴墓 8.尾平・楢原遺跡 9.尾平遺跡 10,椎屋形第 2遺跡 11.椎屋形第 1遺跡 12.上 の原遺跡13.上の原

第 2遺跡 14.上の原第3遺跡 15.上の原第4遺跡 16。 上の原第1遺跡 17,自 ヶ野第 1～第3遺跡 18.白 ヶ野第1遺跡

19.滑 川第1遺跡 20。滑川第2遺跡 21.山 田第1遺跡 22.山 田第2遺跡

1.前 ノ原第2遺跡

2.ズクノ山第2遺跡 E地区

3.ズクノ山第2遺跡A地区

4.ズクノ山第2遺跡 B地区

5.ズクノ山第2遺跡 C地区

6.ズクノ山第2遺跡D地区

7.ズクノ山第2遺跡 F地区

8.ズクノ山第1遺跡

功
//r

'レ

客甍トミ

第 2図 鹿村野地区遺跡分布図(1/10,000)
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宮崎県埋蔵文化財センター 2002「 白ヶ野第 2・ 第 3遺跡 上の原第 1遺跡 (B地区)

『宮崎県埋蔵文化財センター発掘調査報告書』第 62集

宮崎市教育委員会 1996「椎屋形第 1遺跡・椎屋形第 2遺跡・上の原遺跡」

田野町教育委員会 1999「前ノ原第 2遺跡・ズクノ山第 2遺跡 E地区」

『 田野町文化財調査報告書』第 30集

田野町教育委員会 1999「ズクノ山第 2遺跡 D地区」『 田野町文化財調査報告書』第 29集

田野町教育委員会 2001「ズクノ山第 1遺跡」『 田野町文化財調査報告書』第 41集

田野町教育委員会 2002「ズクノ山第 2遺跡 F地区」『 田野町文化財調査報告書』第 43集

表 1 鹿村野台地周辺の遺跡地名表

No 遺 跡 名 調査年度 調査主体 遺跡の時代 (時期)

1 前ノ原第 2遺跡 H10年度 田野町教育委員会 縄文 (早)

2 ズクノ山第 2遺跡
E地区

H10年度 田野町教育委員会 縄文 (早 )

3 ズクノ山第 2遺跡
A～ C地区

H9年度 田野町教育委員会 縄文 (早・後)

4 ズクノ山第 2遺跡
D地区

Hll年度 田野町教育委員会 縄文 (早 )

5 ズクノ山第 2遺跡
F地区

HH年度 田野町教育委員会 旧石器,縄文 (早 )

6 ズクノ山第 1遺跡 H12年度 田野町教育委員会 縄文 (早),弥生

7 灰ヶ野地下式横穴墓 S47年 宮崎県総合博物館

田野町教育委員会

古墳 (後 )

8 楢原遺跡 H6・ 7年度 宮崎県教育委員会 縄文 (早 。後)古代。中世

9 尾平・楢原遺跡 H6・ 7年度 宮崎県教育委員会 縄文 (早),古墳

椎屋形第 2遺跡 H4年度 宮崎市教育委員会 縄文 (早 )

椎屋形第 1遺跡 H3年度 宮崎市教育委員会 縄文 (草・早),弥生 (後 )

上の原遺跡 H5年度 宮崎市教育委員会 旧石器、縄文 (草。早),古代

上の原第 2遺跡 H6台F担霊 宮崎県教育委員会 縄文 (早・後),中 近世

上の原第 3遺跡 H6年度 宮崎県教育委員会 縄文 (早期),古墳 (中 )

上の原第 4遺跡 H7年度 宮崎県教育委員会 縄文 (早),古墳 (前)

白ヶ野第 1遺跡 H7・ 8年度 清武町教育委員会 旧石器,縄文 (早。前),古代

白ヶ野第 2・ 第 3遺跡 H7・ 8年度 宮崎県教育委員会 縄文 (早・中・後 )

滑川第 3遺跡 H9年度 清武町教育委員会 旧石器,縄文 (早。前 )

滑川第 1遺跡 H 0年度 清武町教育委員会 縄文 (早・前)

滑川第 2遺跡 H 0年度 清武町教育委員会 旧石器,縄文 (早・前)

山田第 1遺跡 H 1年度 清武町教育委員会 縄文 (早),古代

山田第 2遺跡 1年度 清武町教育委員会 縄文 (早 )
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第Ⅱ章 前ノ原第2遺跡

第 Ⅱ章

第 1節  調査の概要

前ノ原第 2遺跡

前ノ原第2遺跡は、鹿村野地区台地の南端部、県道花見田野線の東側にある。調査前の地形

は、南西から北東方向にかけて緩やかな傾斜を呈する畑地であったが、耕作土を除去した段階

で調査区南側は既にシラス層が露出しており、開墾の影響をかなり受けていることを確認した

ほか、調査区中央部には、天地返しを行つた部分も見 られた。また、西側中央には、比較的深

い谷地形も確認した。詳細に調査した面積は、文化層の消滅部分を除くと、約2,800♂である。

本遺跡の調査にあたっては、前段階で実施された試掘調査のデータに基づいて、縄文時代早

期の遺構・遺物が出土することを想定した。なお、県道を挟んだ西側において狭状耳飾が採集

されていることから、縄文時代前期の集落跡の検出も念頭に置き(註 1)、 第2層直上まで機械掘

削を行つた。この面で、縄文時代の前期以降と考えられるピット群を検出した。更に第3層 ま

で掘削したのち、手掘 りによる遺物包含層の調査並びに遺構の検出作業を進めた。第3層直上

においては焼礫が数点見 られる程度であつたが、同層掘 り下げの段階で遺物の出土量も増し、

第4層 直上に至った段階で集石遺構を検出した。また、第4層掘 り下げの段階でも、集石遺構

や遺物が確認されたことから、集落の営続期間は、縄文時代早期でも幅広い時期にわたると推

定される。

第2節

調査

第1層

第2層

第3層

第4層

第5層

第6層

層序

区内の基本層位は以下の通りである。堆積状況は第 2図の通りである。

耕作土層

アカホヤ火山灰堆積層

暗褐色硬質土層 (通称カシワバン)

褐色土層 1

褐色土層2

褐色硬質土層 (小林降下軽石混入)

アカホヤ火山灰堆積層の上層においてアカホヤ火山灰二次堆積 (ま たは腐植土)層や黒

も確認した。

一部

色土層

第3節 検出遺構

I・ ピット (第 4図)

2層上位より検出された。全体で24基検出されたが、半分は北端部に集中しており、他は疎

らな状態で分布する。平面形はやや歪な精円形を呈するものが多数を占める。断面形はテラス

や段を設けるものもあるが、直に落ちるものが殆 どである。深さはlmに達するものか ら

30cm前後のものまでまちまちである。覆土中から遺物の出土はないため、具体的な時期は断

定できないが、いずれもアカホヤ火山灰二次堆積(ま たは腐植土)層 を覆土としていることから、

-5-
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第1図 前ノ原第2遺跡周辺地形図 (SE1/1000)

第2図 前ノ原第2遺跡土層断面図
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第3図 ピット群平面分布図(S=1/200)

-7-



焼礫及び風倒木痕平面分布図(1/200)



第Ⅱ章 前ノ原第2遺跡
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第6図 集石遺構平面分布図(1/200)
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第7図 集石遺構実測図 (1)
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第12図 集石遺構実測図 (6)
50           100cm

これらは縄文時代前期若しくはやや下る時期に、集中的に構築されたと考えられる。但し、

れらの配置には、建物を想起させるような規則性は認められなかった。

Ⅱ・集石遺構 (第 7～ 12図 )

26基検出された。観察結果の詳細は、表 8の とおりである。全て掘 り込みを伴うものである

が、礫の検出が掘 り込みの下部にまで達していた遺構は僅かである。また、底石等の付加施設

は殆ど伴わない。

第4節 出土遺物

I・ 土器

出土した土器は、次の I～ XI類に分類を行った。

I類 :無文で薄手の土器群 (第13図 1～ 15)

底部か ら日縁部にかけて殆ど変化することなく外反する器形を呈する。 日縁部の断面は、

(1)はやや内傾し、(3)は僅かに外反する。また(2)は、日縁直下の調整が雑であるが、全体的

には日縁部から胴部まで大きな変化なく外反する器形を呈する。内面は横方向の条痕が施され

た後、日縁部付近のみナデが行われている。色調は、多くが暗褐色であり、胎土は、長石・角閃

石など一般的な混和材の量が少ない一方、器面には繊維の痕跡が認められる多くは同一個体と

思われる。
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第Ⅱ章 前ノ原第2遺跡

Ⅱ類 :前平式土器

2類に細別が可能である。

ⅡA:胴部にナデによる調整が行われる土器群 (第14図 16・ 17)

僅かに外反した、円筒状の器形を呈しており、日唇部が内傾する一群である。日縁部付近

には、貝殻腹縁刺突が行われている。(16)は、日縁郡文様帯と胴部の境界にも、貝殻腹縁を

横位に2列刺突する。外面の胴部及び内面は、丁寧なナデ調整が行われる。

ⅡB:胴部に貝殻条痕による調整が行われる土器群

更に3類に細別が可能である。

ⅡBa:日縁部に貝殻腹縁刺突が行われる土器 (第13図 18～ 20)

僅かに外反した、円筒状の器形を呈する。(18・ 20)の 日唇部は内傾するが、(19)は水平

に近い。文様は、胴部に斜位の深い条痕を行った後、日縁部付近に貝殻腹縁刺突を施す。

内面は、斜位に粗雑なナデ調整が行われる。

ⅡBb:日縁部に工具による刺突が行われる土器 (第14図21～ 27)

僅かに外反した、円筒状の器形を呈する。日唇部は内傾する。文様は、日縁部に工具に

よる連点を巡らせた後、胴部に斜位の深い条痕を施す。日縁部の刺突は、(21)を除いて2列

である。内面は斜位の粗いナデ調整が行われる。なお、(27)の 日唇部には、工具による押

引が行われる。

ⅡBc:a・ bの胴部片 (第 14図28～4つ

a・ bの どちらかであろうと思われる胴部である。いずれも僅かに外反する器形を呈し、

外面に深い条痕が残される。条痕の方向は多くが斜位である。

Ⅲ類 :貝殻条痕文土器 (第 15図45～49)

胴部が膨らみ、日縁部がやや外反する器形を呈する。外面には、三枚貝条痕が行われる。日

唇部に稜は設けられず、日縁部に貝殻腹縁刺突は行われない。後述するが、ズクノ山第2遺跡E

地区からは、この一群が主体的に出土した。

Ⅳ類 :中原式上器 (第15図50～ 53)

全体的に円筒状の器形であるが、胴部が僅かに膨らみ、日縁部がやや外反する器形を呈する。

外面は工具による波状の条痕文が横位に巡る。内面は、Ⅱ類と同様に粗いナデが行われる。い

ずれも暗い色調である。木崎氏の編年に従えば(註 2)、 Ⅲ式もしくはⅣ式にあたる。

V類 :妙見式土器 (第 15図 54～ 60)

日縁部が大きく外反し、頸部で明瞭な屈曲が見られ、胴部が膨らむ器形を呈する。押圧縄文

が全面に施文され、日縁部にはその上に刻目を有する突帯が横位に数条貼り付けられる。色調

は、いずれも赤みがかかっている。
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Ⅵ類 :平格式上器

4類に細分が可能である。

ⅥA:日縁部文様帯に沈繰文が多用される土器 (第 16図 61～ 65)

肥厚する日縁部が大きく外反する器形を呈する。いずれも日縁部片であるが、同一型式で

あ る、B類 と同様の器形を呈すると思われる。他の出土土器と比べ、焼成が良好である。

ⅥB:日縁部文様帯に刺突文が多用される土器 (第 16図 66～86)

外反気味になる日縁部を持ち、頸部で屈曲し、胴部が膨らむ器形を呈する。文様は沈線と

工具刺突を多用しており、縄文は使用しない。施文部位は主に日縁部と胴部である。(73)は、

頸部に施文されたもので、刻目を有する突帯が2条貼 り付けられる。内面は横位のナデが行

われる。

ⅥC:その他の上器 (第 16図 87～ 95)

(87～ 89)は、頸部から外反し、日縁部に肥厚帯が設けられる。波状日縁を呈しており、内

外面共にナデによる調整を行う。施文は全く行われない。(90)は、大きく外反する日縁部で

あり、刻目を持つ隆帯が横位に数条貼り付けられる。(91)は、肥厚帯に縄文が施文さ れる。

(94・ 95)は、日縁端部にて突帯が貼 り付けられる。突帯は、その下位にも貼 り付けられるが、

日縁に平行しない。

ⅥD:A～ Cの胴部片 (第 16。 17図 96～ 111)

(96。 100。 102)は、胴部上半に膨らみが認められる。(97～ 99・ 101)は、縄文の後に、撚

糸文を幾重にも施文する。(103)は、刻目突帯と櫛状の工具による条痕が施文されている。

(108・ 109)は、Ⅵ類Bと 同様の刺突が行われている。

Ⅶ類 :塞 ノ神式上器 (第 17図 112。 113)

(112)は、膨らみを持たず、底部までほぼ垂直に達する胴部片である。外面には網目状の撚

糸文が縦位に施文されており、その上に沈線が施文される。(113)は、日縁部と胴部の境界に

あたり、日縁は大きく外反する。刻目を持つ突帯が2列 にわたって貼り付けられる。

Ⅷ類 :鎌石橋式土器・轟 I式土器 (第 17図 114～ 116)

日縁部から底部にかけて、やや外反する器形を呈すると思われる。(114・ 115)は、ヘラ状工

具による条痕を一定間隔に行い、脇にはみ出た粘土で微隆起を作出したものである。(116)は、

細い鋭利な工具で粗い条痕を行ったものである。

Ⅸ類 :縄文系土器 (第 17図 117～ 120)

(117～ 119)は同一個林であり、日縁部はやや内傾気味である。(120)は、日唇部に刻みが行

われている。

Γ
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X類 :その他の上器 (第 17図 121～ 136)

(121)は、外面に二枚貝による文様が横位に施文され、内面の口縁部付近には撚糸文が施文さ

れる。日唇部の断面は方形を呈し、日縁は外反する。(122・ 123)は 同一個体である。日縁の径

が著しく小さく、日縁部が外反する一方、頸郡は窄まっていることから、壷形土器であると考

えられる。(124)は 日縁部片である。僅かに外反しながら胴部に至る器形を呈すると考えられる。

内外面には、条痕の後にナデが行われるが、文様は全く施文されない。(125)も 、同様に壷形土

器と考えられる。

(126年 129)は、縄文時代早期以降の縄文土器である。

(126)は、胴部下半にあたると考えられる。全面にわたって丁寧なナデ調整が斜位に行われて

いる。焼成は良好であり、縄文後期～晩期の土器と考えられる。(127)は、入念に磨かれた黒色

磨研土器である。

(128・ 129)は、時期不明の縄文土器である。 (128)は、日縁直下に隆帯が一条、日縁に平行

して貼付けられる。内外面にはナデ調整が行われる。 (129)の 内面には、刷け目状の調整が行

われる。

(130～ 136)は、縄文時代以降の土器である。

(130～ 132)は、胎土や器形から、弥生土器である可能性が高い。(133)は、椀形の器形を呈

し、日縁部には鋭利な稜が設けられる。外面には目立った調整は行われず、内面には布の圧痕

が認められる。焼きは脆く、混和材の割合も少ない。古代に生産された布痕土器である。(134)

は須恵器である。外面に横方向の平行タタキが行われ、内面には同心円当具痕が見られる。極

めて薄手である。(135)は 陶器である、日縁部に設けられた肥厚帯には凹線が2条巡っており、

内面には鋭利な沈線が縦位に施される。器形から播り鉢と考えられる。(136)も 陶器であり、蓋

にあたるものと思われる。ロクロを使って生産されており、内面には濃厚に釉薬が付着する。

釉薬は外面下部にも認められる。

XI類 :底部 (第 18図 137～ 147)

(137)は、外面に深い条痕が残る。(138)の内側は、調整が行われないが、(139)は、内外面に

わたつて丁寧なナデ調整が行われる。(140)は、底面の縁の一部に工具による刺突が施文される。

(141・ 142)の底部は極端に薄く作られている。

Ⅱ・石器

石鏃 (第 19図 148～ 160)

いずれも基部に快りを有する。中でも(148。 149。 153・ 155。 156)の 基部には深い快りが

認められるが、それ以外の基部は快りが浅い。(155)は、尖端部と基部の計3箇所が鋭利になる

よう、微細な調整を行い、形状を整えたものである。一方、(154・ 159)の 調整は全体に粗く、

|

―
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特に尖端部に対する調整が不足 していることか ら、製作途中である可能性 も考えられる。

(160)は、尖端部が欠損した後に、上部から承1離を行うことによって再製作を行おうとしたもの

である。しかし、剥離を数回行った段階で、製作を中断、若しくは放棄している。

尖頭状石器 (第 19図 161)

粗悪なチャー トを剥離する際に生じた厚手の剥片を用いたもので、両面からの大まかな調製

により、尖頭部を作出する。ただし、尖端部をより鋭利にすることを目的とした調製は少ない。

両面加工石器 (第 19図 162)

両面からの黒1離 により、紡錘形に成形する石器である。面的な調整により、断面が凸レンズ

状となっている。一方、両端を尖らせるよう意図した調整は乏しい。

二次加工剥片 (第 19図 163)

同一方向から連続的に剥離された不定形な剥片の上部に、両側から二I離を加えたものである。

この調整により、剥片上部につまみ状の突出部が作出される。一見すると石匙にも見えるが、

-24-

〕

一



B:
C:

D
H:
パ

ミ
ス

)

平
面

分
布

図
撼

部
 

位
調

整
色
  

調
胎
  

土
備

考

l
第

22
図

I
口
縁

部
外 肉

札
雑

な
欄

互
ア

ア

横
位

ナ
デ

外 内

に
ぶ

い
黄

橙
10
YR
7/
3

に
ぶ

い
黄
橙

10
YR
7/
3

煮
こ

ぼ
れ

付
着

2
第

22
図

I
日
縁

部
外

:粗
雑

な
ナ
デ

肉
:横

位
ヘ

ラ
ケ

ズ
リ
→

ナ
デ

外
:
黄
灰

2.
5Y
5/
1

おこ
つ
て
2.
5Y
5/
1

肉
:

':
中

D:
少

胎
上

に
繊

雁
混

入

3
第

22
図

I
口
縁

部
外 内

J単
な

棋
任

ア
ア

繕
付

条
痛

→
ナ

デ

外 内

黄
灰

2.
5Y
5/
1

褐
灰

10
YR
5/
1

:ヽ微
C:
多

D:
少

F:
微

胎
上

に
繊
雁

混
入

第
22
図

I
日
縁

部
外 肉

横
位

ナ
デ

横
位

ナ
デ

外 内

舅
ミ
つ
て
2 
5Y
6/
1

芭
争

,フ
〔
2 
5Y
6/
1

給
上

に
繊
朧

混
入

第
22
図

I
日
縁

部
外 内

横
位

ナ
デ

横
位

ナ
デ

外 肉

灰
黄
褐

10
YR
6/
2

灰
黄
褐

10
YR
6/
2

A:
微

Ci
tt
D:
少

F:
微

第
22
図

I
胴

部
外

!横
位

ナ
デ

内
:横

位
条
痘

→
ナ
デ

外
:明

東
褐

10
YR
7/
3

肉
: 
漕
子,

更
2.
5Y
5/
1

A:
微

C:
多

D:
微

E:
微

冶
上

に
繊

維
混

入

第
22
図

I
胴

部
外 内

丁
寧

な
横
位

ナ
デ

不
定
方

向
の
条
痕
→
ナ
デ

外 内

に
ぶ

い
黄
褐

10
YR
5/
4

あ〔
百こ

2.
5Y
6/
2

監
:微

C:
微

D:
少

情
主

|こ
配

混
亦

第
22
図

I
胴

部
外

欄
互

余
浪

→
ア

ア

構
柱

築
泊

→
ナ
デ

肉

外 内

に
ぶ

い
黄

橙
10
YR
6/
3

暗
灰

黄
2.
5Y
5/
2

A:
微

C:
少

D:
中

E:
微

F:
微

冶
上

に
繊
維

混
入

第
22
図

I
胴

部
外 内

横
位

条
痕

→
ナ
デ

斜
位

条
痕

→
ナ
デ

外 肉

に
ぶ

い
天

橙
10
YR
6/
3

何
ご
右
年
夕
 
島
VA
/タ

A:
少

C:
中

D:
中

F:
微

冶
土

に
繊

維
混

入

第
22
図

I
胴

部
外 内

横
位

ナ
デ

横
位

条
痕

→
ナ
デ

外 内

灰
黄

褐
10
YR
6/
2

灰
黄
25
Y6
/2

':
多

D:
中

E:
中

〕 台
」L
に

繊
維

混
入

11
第

22
図

I
胴

部
外 内

横
位

条
痕

→
ナ
デ

積
位

条
痕

→
ナ
デ

外 内

に
ぶ

ヤ`
黄

橙
10
YR
7/
3

つ
て
む
ξ
2 
5Y
6/
2

生
:微

Ci
 t
tD
:中

EI
微

恰
上

に
繊

維
混

入

第
22
図

I
胴

部
外

:ナ
デ

内
:横

位
条
痕

→
ナ
デ

外 肉

に
が

い
黄

橙
10
YR
6/
3

う〔
う章

2.
5Y
6/
2

:ゝ微
C:
中

D:
少

E:
少

冶
上

に
繊

維
混

ス

第
22
図

I
胴

部
外 肉

T寧
な
標
位

ナ
デ

構
位

条
渡

→
ナ
デ

外 内

黄
灰

2.
5Y
5/
1

黄
灰
25
Y6
/1

:ゝ微
C:
多

D:
多

治
土

に
繊
維

混
入

第
22
図

I
胴

部
外

:丁
寧

な
ナ

デ

肉
:斜

位
条

痕
→

横
位

条
痕

外 肉

橙
7.
5Y
R7
/
6

"〔

首こ
2 
5Y
6/
2

,I
 t
tD
:多

第
22
図

I
胴

部
外

:F
k任

ア
ア

肉
:横

位
条

痛

外 内

橙
7.
5Y
R7
/
6

羽
〔
夢葦

2.
5Y
6/
3

:ゝ微
C:
中

D:
少

E:
少

第
23
図

Ⅱ
A

口
縁

～
胴

部
外 内

横
位

条
痕

→
横
位

工
具

ナ
デ
→
横
位

貝
殻
腹
縁

押
引
→

横
位

貝
殻
腹

縁
刺

突
横
位

ナ
デ

外 肉

灰
天

褐
10
Y
R5
/2

)更
昔

褐
10
Y
R5
/2

17
と

同
一

個
体

3和
★

17
第

23
図

Ⅱ
A

口
縁

部
外 肉

横
位

貝
殻

腹
縁

押
引
→

横
位

貝
殻

腹
縁

刺
突

ナ
デ

外 内

灰
黄

褐
10
YR
5/
2

灰
黄

褐
10
YR
4/
2

16
と

同
一

個
体

第
23
図

Ⅱ
Ba

口
縁

部
外 内

斜
位

貝
殻

条
痕

→
斜
位

貝
殻
腹

縁
刺

突
対

雑
な
ナ
デ

外 肉

橙
7.
5Y
R6
7/
6

椿
7 
5釈

67
/6

:ヽ少
C:
中

D:
多

E:
少

第
23
図

Ⅱ
Ba

口
縁

部
外 内

斜
位

貝
殻
条
痕
→
縦
位

貝
殻
腹
縁
刺
突

ナ
デ

外 肉

に
ぶ

い
黄

橙
10
YR
7/
4

橙
7.
5Y
R6
7/
6

第
23
図

Ⅱ
Ba

口
縁

部
外 肉

貝
殻

腹
縁

刺
突

・
斜

位
貝

殻
条

痕
墜

減
Jr
■

VJ
ス

日月

外 肉

に
ぶ

い
黄

橙
10
YR
7/
4

に
ぶ

い
黄

橙
10
YR
7/
4

第
23
図

Ⅱ
BL

口
縁

吉
Б

外 肉

連
′点
→
斜
位

条
痕

畑
難

た
斜
柿

ナ
ヂ

外
:
橙

5Y
R6
/6

糟
5W
R6
/6

内
:

'粗
大

韻 口 搬 　 卦 ＼ 剤 韻 や 離 導

表
1 

出
土

土
器

観
察

表
(1
)



:角
閃
石

B:
雲

母
片

C:
白

H

色
 

調
胎
  

土
備

考
平

面
分

布
図

分
類

部
 

位

外
:連

点
→

横
位

条
痕

→
斜
位

条
痕

内
:粗

雑
な
斜

位
ナ
デ

外 肉

に
ぶ

い
貢
橙

10
YR
6/
3

に
ぶ

い
黄
橙

10
YR
7/
4

口
唇

部
に
刻

目
1期

キ
第

23
図

日
縁
部

第
23
図

Ⅱ
Bl

口
縁

部
外

:連
点
→
横
位

条
痕
→
斜
位

条
痕

肉
:粕

雑
斜
位

な
ナ
デ

外 肉

暗
黄
褐

10
YR
4/
2

とこ
漠ミ
ヤヽ
モ竜
疱豊

10
YR
7/
4

口
唇

部
に
押

引
2期

★

第
23
図

Ⅱ
Bk

口
縁

部
外

:連
点
→

横
位

条
痕

→
斜
位

条
痕

肉
:粗

雑
な
斜
位

ナ
デ

外 肉

に
ぶ

い
褐

7.
5Y
R5
/4

1こ
ヂド

ヤ`
た饒

7.
5Y
R6
/4

'粗
大

第
23
図

Ⅱ
Bk

日
縁

部
外
:連

点

肉
:横

位
ナ
デ

外 内

浅
黄
橙

10
YR

8/
4

橙
7.
5釈

7/
6

第
23
図

Ⅱ
Bb

口
縁

部
外

:
連
点
→
斜
位

貝
殻
条
痕

横
位

ナ
デ

げ範
:

外 内

に
ぶ

い
黄

褐
10
YR
5/
4

瀬
箋
5Y
R6
/6

第
23
図

Ⅱ
Bb

口
縁

部
外

:連
点
→

横
位

ナ
デ
→
横
位

条
痕

内
:横

位
ナ
デ
  
  
  
_

外 肉

窮耐
羽て

7.
5Y
R4

/1

に
ぶ

い
黄

橙
10
YR
7/
4

口
唇

部
に

押
引

第
23
図

Ⅱ
Bc

月同
吉
旧

琳
:斜

位
条
痕

内
:れ

雑
な
縦
位

ナ
デ

外
:橙

5Y
R7
/6

内
:構

7.
5Y
R7
/6

第
23
図

Π
Bc

胴
部

外
:縦

位
条
痕

内
:粗

雑
な
縦
位

ナ
デ

外 内

浅
黄

橙
10
釈

3/
4

淡
黄
25
Y8
/4

外
面

に
煤

付
着

第
23
図

IB
c

胴
部

外
:斜

位
条
痕

外 肉

橙
5Y
R6
/4

椿
5V
R6
/6

〕 粗
大

外 内

浅
黄

橙
10
YR
3/
4

に
ぶ

い
黄

橙
10
YR
7/
3

:ゝ少
C:
多

D:
中

E:
中

31
～

33
は

同
一

個
体

1業
日

― 大
r

第
23
図

Ⅱ
Bc

胴
部

外 内

縦
位

条
痕

縦
位
ナ
デ

第
23
図

Ⅱ
B(

胴
部

外
:縦

位
条
痕

肉
:締

位
ナ
デ

外 肉

に
ぶ

い
黄
橙

10
1T
R7
/4

消露
宿S
2.
5Y
7/
3

:ゝ少
C:
中

D:
中

E:
少

31
～

33
は

同
一

個
体

C湘
★

第
23
図

Ⅱ
Bc

胴
部

一外 肉
維
位

条
痕

縦
位

ナ
デ

外
:橙

5釈
7/
6

肉
:に

ぶ
い
黄
橙

10
釈

7/
3

A:
少

C:
中

D:
中

F:
微

31
～

33
は

同
一
個

体

第
23
図

IB
c

胴
部

外
:斜

位
条
痕

肉
:斜

位
ナ
デ

外 内

れ豊
7.
5Y
R7
/6

橙
7.
5Y
R7
/6

:ヽ中
C:
多

D:
中

E:
微

第
23
図

Ⅱ
Bc

月同
部

外
:横

位
条
痕

肉
:ナ

デ

外
:浅

黄
橙

10
Y
R8
/4

肉
:に

ぶ
い
黄
橙

10
YR
7/
3

:ゝ少
C:
中

D:
少

第
23
図

Ⅱ
Bc

胴
部

外
:斜

位
条
痕

肉
:粗

雑
な
斜

位
ナ
デ

外 内

橙
5Y
R7
/6

橙
5Y
R7
/6

:ゝ少
C:
中

D:
少

E:
少

第
23
図

Ⅱ
Bc

胴
部

外
:斜

位
条
痕

内
:斜

位
ナ
デ

外 内

浅
黄
橙

10
YR
8/
4

`こ

漠S
い

ど奇
疱餞

10
YR
7/
3

:ゝ中
C:
少

D:
少

E:
少

第
23
図

Ⅱ
Bc

胴
部

外
:斜

位
条
痕

内
:斜

位
ナ
デ

外 内

に
ぶ

い
橙

7
 5
YR
7/
4

に
ぶ

い
橙

7
.5
VR
7/
4

第
23
図

Ⅱ
Bc

胴
部

外
:斜

位
条
痕

肉
:湘

雑
な
不
定
方
向
の
ナ
デ

外 肉

に
ぶ

い
黄

橙
10
YR
7/
3

浅
黄

濯
釜
10
VR
8/
4

第
23
図

Ⅱ
Bc

胴
部

外
:斜

位
条
痕

肉
:横

位
ナ
デ

外
:橙

7.
5V
R7
/6

内
:に

ぶ
い
黄
橙

10
YR
6/
3

第
23
図

Ⅱ
Bc

胴
部

外
:横

位
条
痕

肉
:ナ

デ

外
:橙

7 
5Y
R7
/6

内
:に

ぶ
い
黄

橙
10
YR
7/
4

第
23
図

Ⅱ
Bc

立 ロ
日 円

一外 肉
斜
位
条
痕

不
定
方
向
の
ナ
デ

外
:灰

黄
褐

10
釈

5/
2

肉
:に

ぶ
い
黄
橙

10
釈

7/
3

A:
微

C:
少

D:
中

E:
微

舛
面

に
煤
付

着

出
土

土
器

観
察

表
(2
)



土
(A
:角

閃
石

B:
雲

母
片

C:
白

色
粒

D:
長

石
E:
砂

粒
F:
赤

褐
色
粒

G:
黒

曜
石

片
Hツ

ミ ミ
ス

) 
  
(特

狙
)

平
面

分
布

図
鉾

部
 

位
調

  
整

色
 

調
胎
  

土
備

考

第
23
図

II
B 
c

胴
部

外
:斜

イ立
条
痕

肉
:相

雑
な
不

定
方

向
の
ナ
デ

外 内

褐
灰
75
釈

4/
1

に
ぶ

い
黄
橙

10
YR
7/
3

A:
中

C:
多

D:
特

多
E:
少

外
面

に
煤

付
着
・

C粗
大

第
23
図

Ⅱ
Bc

胴
部

外 内

斜
位

条
痕

縦
位

ナ
デ

外 肉

褐
灰

7.
5Y
R
4/
1

に
ぶ

い
黄

構
10
YR
7/
3

A:
中

C:
多

D:
特

多
外
面

に
煤
付

着

第
24
図

Ⅲ
日
縁

部
琳 内

横
位

貝
殻
条
痕

→
ナ
デ

横
位

ミ
ガ

キ

外 肉

に
ぶ

い
黄

橙
10
YR
6/
3

灰
褐

7.
5Y
R5
/2

日
唇

部
に

ミ
ガ

キ

第
24
図

Ⅲ
日
縁

部
外 内

斜
位

貝
殻

条
痕

横
位

ミ
ガ

キ

外
:に

ぶ
い

黄
橙

10
YR
7/
4

肉
:に

ぶ
い

褐
7.
5V
R5
/3

第
24
図

Ⅲ
胴

部
外 肉

斜
位

貝
殻

条
痕

T寧
な

ミ
ガ

キ

外 肉

淡
黄

2.
5Y
8/
4

浅
黄
橙

10
YR
8/
3

胎
上

に
繊
維

混
入

第
24
図

Ⅲ
口
縁

部
外 内

斜
位

貝
殻

条
痕

丁
寧

な
横
位

ナ
デ

外 肉

に
ぶ

セ`
貢

橙
10
YR
7/
4

とこ
ぶ

ヤヽ
首

椿
10
YR
7/
3

:ヽ少
C:
中

D:
多

H:
微

'粗
大

第
24
図

Ⅲ
胴

部
外 肉

斜
位

貝
殻

条
痕

ミ
ガ

キ

外 肉

橙
7.
5Y
R7
/6

1こ
ぶ

ヤヽ
橙

7 
5Y
R7
/4

陰
土

に
繊
維

混
入

第
24
図

Ⅳ
口
縁

部
外 内

横
位

波
状

条
痕

ナ
デ

外 肉

黄
灰

2.
5V

4/
1

平
僻
壱
争
2 
5Y

7/
3

'1
と

同
一

個
体

登
こ

ば
れ

付
着

第
24
図

Ⅳ
圭 ロ

日 凹

外 肉

斜
位

波
状
条
痕

ケ
ズ

ソ
→
ナ
デ

外 肉

浅
黄

2.
5Y

7/
3

消
ら
泊゙

2.
5Y

7/
3

:ゝ中
Ci
tt
D:
多

E:
少

50
と

同
一

個
体

第
24
図

Ⅳ
胴

部
外 肉

横
位

波
状

条
痕

ナ
デ

外 内

浅
黄

2.
5Y
7/
3

淡
黄

5Y
8/
3

生
:中

Ci
 t
tD
:中

E:
少

第
24
図

Ⅳ
胴

部
外 内

横
位
波
状
条
痕

斜
位

工
具
ナ
デ

外
:灰

白
25
Y8
/2

肉
:灰

白
2.
5Y
8/
2

:ゝ中
C:
少

D:
多

E:
少

H:
少

第
24
図

V
口
縁

部
外

:横
位

押
圧
縄

文
→

刻
目
突

帯
貼
付

→
ナ
デ

肉
:椎

位
ナ
デ

外
:橙

75
1R
7/
6

内
:に

ぶ
い
黄

橙
10
YR
7/
3

日
唇

部
に
刻

目

第
24
図

V
胴

部
外 肉

斜
位
縄
文

?→
刻

目
突
帯
貼
付
→
ナ
デ

横
位

ナ
デ

外 内

に
ぶ

い
橙

7.
5Y
R7
/4

に
ぶ

い
橙

7.
5Y
R7
/4

第
24
図

V
胴

部
外 内

横
位

押
圧

縄
文

→
刻

目
突

帯
賄

付
→

ナ
デ

横
位

ナ
デ

外 内

に
ボ

い
橙

7.
5Y
R7
/4

構
5m
7/
6

第
24
図

V
月同

部
外 内

横
位

押
圧
縄

文
→
刻

目
突

帯
貼

付
→

ナ
デ

ナ
デ

外 内

に
ぶ

い
橙

7.
5Y
R7
/4

に
ぶ

い
橙

7.
5Y
R7
/4

第
24
図

V
胴

部
外 内

横
位

押
圧
縄

文
→

ナ
デ

横
位

ナ
デ

外
:橙

7 
5Y
R7
/6

げ峰
: 
十苺

7 
5Y
R7

/6

59
と

同
一

個
体

第
24
図

V
胴

部
外
:横

位
押
圧
縄
文
→
ナ
デ

肉
:粗

雑
な
横
位

ナ
デ

外 肉

橙
75
釈

7/
6

橙
7.
5Y
R7
/6

:ヽ少
Ci
4欣

D:
中

E:
1映

F:
)ヽ

■
:宥
牧

58
と

同
一

個
体

第
24
図

V
立 Ｆ

日 円

外 肉

斜
位

押
圧
縄
文
→
ナ
デ

横
位

ナ
デ

外 肉

に
ぶ

い
橙

7.
5Y
R7
/4

とこ
ぶ

ヤヽ
構

7 
5Y
R7
/4

第
25
図

�
IA

日
縁

部
外 肉

横
位

ナ
デ

→
工
具

に
よ

る
短

沈
線

末
市

ナ
由

の
サ

デ

外 肉

に
漠|

ヤ
増`
豊
5Y
R6
/4

1こ
漠ド

Vヽ
増
豊
7.
5Y
R7
/4

日
唇

部
|こ
亥
J目

第
25
図

■ヽ
A

口
縁

部
外 肉

工
具

に
よ

る
短

沈
線

不
定
方

向
の
ナ
デ

外 肉

橙
7.
5Y
R7
/6

冊
筆
″
〔
着
ξ
2 
5Y
5/
2

:ゝ微
Ci
 t
tD
:少

E:
微

日
唇
部

に
刻

目

第
25
図

MA
口
縁

部
外 肉

横
位

ナ
デ

→
工
具

に
よ

る
短

沈
線

構
位
ナ
デ

外 肉

に
ぶ

い
橙

7 
5Y
R6
/4

湖
争
7 
5W
R6

/6

日
尾
景
音
Б
に
夕
」
目

韻 日 Ⅲ 　 卦 ヽ 剤 削 ］ 前 聯

表
3 

出
土

土
器

観
察

表
(3
)



― 那 ―

平
面

分
布

図
数

部
位

調
整

色
 

調
胎

  
土

備
考

第
25
図

IヽA
日
縁

部
外 肉

横
位

波
状
沈
線

→
斜

位
短

沈
線

→
連

点
T車

漆
穏
位

ナ
デ

外 肉

橙
7.
51
R7
/6

虎
蟹
氏
VP
6/
1R

口
唇

部
イこ
深

ヤ
ラ

」
目

第
25
図

lヽA
口
縁

部
外 肉

羽
状

短
沈

線
→

連
′ 点

イ
宙

テぉ
態

付
十

ギ

外 肉

に
ボ

い
黄

橙
10
YR
7/
3

に
ぶ

ヤ`
昔

椿
10
YR
7/
3

口
厚
ξ
音
爵
に

/2
f」
目

第
25
図

WI
B

口
縁

吉
F

外 内

工
具

に
よ

る
沈
線
・

連
点

横
位

ナ
デ

外 肉

に
ぶ

い
黄

橙
10
釈

6/
3

1こ
娑→

し`
狛遊

7 
5Y
R7
/4

口
唇

部
に
亥
J目

第
25
図

IヽB
口
縁

部
外
:工

具
に

よ
る
連

点
・

工
具

に
よ

る
押

引

内
:横

位
ナ

デ

外 肉

浅
美

橙
10
1R
8/
4

フ
で
お
;2
 5
Y7
/2

:ゝ少
C:
中

D:
中

E:
少

口
唇

部
に
亥
」
目

第
25
図

IヽB
日
縁

部
外 肉

工
具

に
よ

る
連

′点
横
位

ナ
デ

外 肉

に
ぶ

い
黄

橙
に
ぶ

い
黄

構

OY
R7
/3

0Y
R7
/3

:ゝ多
C:
中

D:
中

F:
微

日
唇

吉
[|
こ
亥
」
目

第
25
図

1/
1B

日
縁

部
外

:工
具

に
よ

る
連

点
・

工
具

に
よ

る
押

引

内
:横

位
ナ
デ

外 内

に
ぶ

い
黄

橙

に
ぶ

い
黄
橙

OY
R7
/4

0Y
R7
/3

:ゝ中
C:
多

D:
中

E:
少

日
唇

部
に
亥
」
目

第
25
図

lヽB
日
縁

吉
Б

外
:工

具
に

よ
る
運

点
・

工
具

に
よ

る
押

引
内

:ナ
デ

外 内

に
ぶ

い
黄

橙
に
ぶ

い
責
構

OY
R7
/4

0Y
R7
/3

日
唇

吉
Б
Iこ

叛
」
目

第
25
図

VI
B

口
縁

吉
Б

外
:工

具
に

よ
る
連

点
。
工
具

に
よ

る
沈
線

内
:ナ

デ

外 内

花
豊
5Y
R7
/6

橙
5釈

7/
6

口
唇

部
に
刻

目

,粗
大

第
25
図

■ヽ
3

日
縁

吉
卜

外
:工

具
に

よ
る
連

点
・

工
具

に
よ

る
沈
線

内
:丁

寧
な
ナ
デ

カ
ト
: 
電
筈
5Y
R6
/6

は
団・

 
歳
蟹
民
VP
A/
A

:ゝ微
C:
中

D:
中

F:
微

日
唇

部
に

亥
1目

第
25
図

MB
胴

部
外

:刻
目
突

帯
貼

付
→

工
具

に
よ

る
連

点
・

工
具

に
よ

る
沈
線

肉
:横

位
ナ
デ

外 肉

に
ぶ

い
黄

橙
10
釈

7/
3

浅
黄

2.
5Y
7/
3

A:
微

B:
微

C:
特

多
D:
特

多
E:
少

第
25
図

IヽB
胴

部
外 内

工
具

に
よ

る
押

引

横
位

ナ
デ

外 内

に
ぶ

い
丈

橙

に
ぶ

い
黄
橙

OY
R7
/3

0Y
R7
/3

生
:中

C:
中

D:
中

E:
少

第
25
図

～
IB

立 口
日 円

外 肉

工
具

に
よ

る
連

点
。
沈
線

構
位

ナ
デ

外 肉

に
ぶ

い
黄

橙
に
ぶ

い
責
構

OY
R7
/4

0Y
R7
/3

B:
中

C:
少

D:
中

第
25
図

lヽB
胴

部
外 内

工
具

に
よ

る
連

点

横
位

ナ
デ

外 内

に
ぶ

い
黄

橙

に
ぶ

い
黄

橙

OY
R6
/3

0Y
R7
/3

牡:
中

C:
中

D:
中

F:
微

77
第

25
図

lヽB
月同

部
外 肉

工
具

に
よ

る
運

点

構
付

ナ
デ

外 肉

に
ぶ

い
黄

橙

に
ぶ

い
黄

椿

OY
R7
/3

0W
R7
/3

第
25
図

MB
口
縁

部
付

近
外

:工
具

に
よ

る
連

′ 煮
・

工
具

に
よ

る
沈
線

内
:ナ

デ

外 内

橙
7.
5Y
R6
/6

橙
7.
5Y
R7
/6

第
25
図

■ヽ
B

月同
喜
Б

外
:工

具
に

よ
る
連

点
・

工
具

に
よ

る
沈

線

肉
:描

位
ナ

デ

外 肉

|こ
榎|
い

貢
増
饒
10
YR
6/
3

に
夢S

ヤ
モ`き

2.
5Y
6/
3

第
25
図

IヽB
立 ロ

日 円

外 肉

横
位

ナ
デ

→
工
具

に
よ

る
連

′点
・

工
具

に
よ

る
沈
線

丁
寧

な
ナ
デ

外 内

に
ぶ

い
橙

5
1R
6/
4

イこ
ぶ

予ヽ
橙

5
1R
6/
4

第
25
図

IヽB
立 口

外
:工

具
に

よ
る
連

点
。
工
具

に
よ

る
沈
線

内
:横

位
ナ
デ

外 肉

に
ぶ

い
橙

7.
51
R6
/4

とこ
ぶ

い
褐

7.
5Y
R6
/3

第
25
図

lヽB
胴

部
外

:工
具

に
よ

る
連

点
。
工
具

に
よ

る
沈
線

内
:横

位
ナ
デ

外 肉

浅
黄

橙
7.
5Y
R3
/4

浅
責

構
10
YR
8/
4

穿
孔

有
り

第
25
図

IヽB
胴

部
外

:横
位

ナ
デ
→
工
具

に
よ
る
連
点
・

工
具
に
よ
る
沈
線

肉
:丁

寧
な
横
位

ナ
デ

外 内

に
デド

ヤ`
テq

れ
釜
10
YR
7/
3

れ
ま
7.
5Y
R7
/6

第
25
図

IヽB
胴

部
外

:工
具

に
よ

る
運

点
・

工
具

に
よ

る
斜

位
沈

線

肉
:ナ

デ

外 肉

に
ぶ

い
黄
橙

10
YR
6/
3

ιr
黛

い
宿
辞
清
善
10
VR
6/
R
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平
面

分
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区
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部
 

位
調

整
色

 
前

胎
  

土
備

考

第
25
図

IヽB
胴

部
外
:工

具
に

よ
る
連

点
・

工
具

に
よ

る
斜

位
沈

繰

内
:斜

位
ナ

デ

外 肉

浅
貢

橙
10
YR
3/
4

≠
じ
右
写
力
筆
1 
0V
RR
/4
1

第
25
図

VI
B

胴
部

外 肉

列
目
突

1苦
貝 占

付
構
位

ナ
デ

外
:橙

7.
5Y
R7

/6

内
:に

ぶ
い
黄
橙

10
YR
7/
3

第
25
図

VI
C

口
縁

部
外 肉

横
位
ナ
デ

枝
位

ナ
デ

外 肉

に
ぶ

ヤ`
橙

5Y
R6
/4

とこ
どS

ヤ
モヽ會

2.
5Y
6/
3

87
～

89
は

同
一
イ固

体

第
25
図

VI
C

口
縁

部
外
:横

位
ナ

デ
肉
・

結
結

十
デ

外 肉

に
ぶ

い
橙

7.
5Y
R6
/4

1こ
ぶ

い
黄
構

10
YR
6/
3

37
～

89
は

同
一
個

体
穿
孔
有

り

第
25
図

�
IC

口
縁

部
外 肉

横
位

ナ
デ

横
位

ナ
デ

外 内

とこ
ぶ

い
橙
7.
5Y
R6
/4

1こ
ぶ

ヤ`
橙

7.
5Y
R6
/4

37
～

89
は

同
一

個
体

第
25
図

MC
胴

部
外 肉

横
位

ナ
デ

→
亥
J目

突
帯

貼
付

驚
締

十
デ

外 内

に
ぶ

い
黄

橙
10
YR
7/
4

とこ
ジド

ヤヽ
モ會
布欝

10
YR
7/
3

A:
少

C:
中

Di
少

第
25
図

VI
C

胴
部

外
:横

位
ナ
デ
→
縄

文
→
一
部

ナ
デ

消
し

内
:積

位
ナ
デ

外 内

に
ぶ

い
黄

橙
10
YR
7/
4

浅
黄

橙
10
YR
8/
4

A:
少

C:
中

D:
少

第
25
図

VI
C

口
縁

～
胴

部
外 内

杖
仁

す
ア

→
運

′ 《

丁
寧

な
枝

位
ナ

デ

外 肉

に
ぶ

い
橙

7.
5Y
R6
/4

構
5Y
R6
/6

93
と

同
一
個

体
う
知

キ

第
25
図

VI
C

口
縁

～
胴

部
外 肉

横
位

ナ
デ

→
連

点
T寧

な
横

位
ナ
デ

外 肉

に
ぶ

い
橙

7 
5Y
R6
/4

橙
5Y
R6
/6

92
と

同
一

個
体

第
25
図

IヽC
日
縁

部
外 内

ナ
デ
→
突
帯
只占
付
→
刻
み

横
位
ナ
デ

外
:橙

5釈
6/
6

肉
: 
に

ぶ
い

ホ
褐

5Y
R5
/3

ひ5
と

同
一

個
体

日
層

部
に

浅
い

束
H突

第
25
図

■ヽ
C

口
縁
部

外 肉

ナ
デ

→
突

帯
貼

何
結

持
十

デ
外

:橙
5Y
R6
/6

肉
:に

ぶ
い
赤

褐
5Y
R5
/3

〕4
と

同
一
個

体
口
唇

部
に
浅

い
刺

突

第
25
図

MD
胴

部
外 肉

横
位

ナ
デ

→
結
節

縄
文

斜
位

ナ
デ

外 肉

に
ぶ

い
黄

橙
10
YR
7/
3

1こ
ぶ

ヤ`
橙

7.
5Y
R6
/4

第
25
図

MD
胴

部
外 内

縄
文

→
撚

糸
文

横
位

ナ
デ

外
:
に
ぶ

い
橙

7 
5Y
R6
/4

昔
灰

2.
5Y
5/
1

肉
:

第
25
図

VI
D

胴
部

外 内

横
位

ナ
デ

→
縄

文
→
撚

糸
文

横
位

ナ
デ

外 内

に
ぶ

ヤ`
橙

7.
5Y
R6
/4

に
ぶ

い
黄
橙

10
颯

6/
3

B:
中

C:
多

D:
少

E:
微

第
25
図

VI
D

胴
部

外 内

横
位

す
ア
→
縄
X→

撚
糸
X

ナ
デ

外 肉

に
ぶ

い
天

橙
10
YR
6/
3

とこ
ぶ

い
昔

椿
10
YR
6/
4

A:
微

B:
中

C:
多

D:
微

E:
微

第
25
図

MD
胴

部
琳 肉

結
節

縄
文
→

ナ
デ

斜
位

ナ
デ

外 肉

に
ぶ

い
橙
7.
54
6/
4

1こ
ぶ

ヤ`
褐

7 
5Y
R6
/3

A:
少

C:
中

D:
中

H:
少

第
25
図

VI
D

胴
部

外 肉

縄
文
→
縦
位
撚
糸
文

横
位

ナ
デ

外 肉

黒
褐

7.
5Y
R3
/1

利
魯
万で

10
YR
5/
1

A:
少

Ci
rt
tD
:中

E:
夢
ト

第
25
図

VI
D

胴
部

外
:縦

位
撚

糸
文
・

結
節

縄
文

Ju
. 

サ
デ

外 肉

に
ぶ

い
黄
橙

10
釈

7/
4

浅
黄
橙

10
YR
3/
4

第
25
図

lヽD
胴

部
外 肉

刻
目
突
帯
貼
付
→
工
具

に
よ
る
沈
線

斜
位

ナ
デ

外 肉

橙
5Y
R7
/6

構
7 
5Y
R7
/6

A:
中

C:
少

D:
中

E:
少

第
25
図

MD
胴

部
外

:斜
位

沈
線
・

刻
目
突

帯
貼
付

内
:斜

位
ナ
デ

外
:に

ぶ
い
橙

7 
5Y
R7
/4

ビ
ョ
: 
中群

7 
5Y
R7
/6

A:
少

Ci
 t
tD
:中

E:
少

F:
微

第
25
図

MD
胴

部
外 肉

羽
状
縄

文
→
刻

目
突

帯
貼
付

→
ナ
デ

ナ
デ

例
卜
: 
t登

5Y
R6
/6

げ
翻
: 
とこ

ぶ
ヤヽ

搭
7 
5Y
R7
/4

A:
少

Ci
tt
D:
中

E:
少

F:
中

韻 日 柵 　 卦 ヽ 剤 消 ］ 離 聯
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部
 

位
調

整
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調
胎
  

土
備

考

第
25
図

■ヽ
D

月同
部

外 内

縄
文
→
刻

目
突

帯
貝占

付

横
位

ナ
デ

外 内

橙
5釈

7/
6

橙
7 
5Y
R7
/6

第
25
図

MD
胴

都
外

:縄
文
→
刻

目
突

帯
貼
付

肉
:横

位
ナ
デ

外 肉

瘤
豊
7.
5Y
R6
/6

瀬
争
7.
5Y
R6
/
6

第
25
図

WI
D

胴
部

外 肉

工
具

に
よ
る
沈
線
・
連
点

斜
位

ナ
デ

外 肉

に
ぶ

い
黄
橙

10
YR
7/
4

に
ぶ

い
黄
橙

10
YR
7/
4

第
25
図

IヽD
胴

部
外

:亥
」
目
突

帯
貼

付
→

波
状

沈
線

・
沈

繰
→

連
′ ミ

肉
・

繕
締

■
デ

外 肉

電
豊
5Y
R7
/6

搭
7.
5Y
R7
/6

A:
少

C:
多

D:
多

E:
少

:微

第
25
図

lヽD
胴

部
外

:刻
目
突
帯
貼
付
・
横
位

ナ
デ

肉
:横

位
ナ
デ

外 内

に
ぶ

い
黄
橙

10
駅

6/
3

に
ぶ

い
黄
橙

10
YR
7/
4

:ヽ微
C:
少

D:
中

E:
少

第
25
図

VI
D

胴
部

外 肉

横
位

ナ
デ

→
半

竹
管

工
具

に
よ

る
連

点

T宣
か
結

締
ナ

デ

外 肉

イこ
要 ド

ヤ`
お饒

5Y
R6
/4

に
ぶ

い
橙

5Y
R6
/4

第
26
図

Ⅶ
胴

部
外 肉

縦
位
撚
糸
文
→

工
具
に
よ
る
横
位
沈
線

丁
寧

な
ナ
デ

琳 内

に
ぶ

い
黄

橙
10
YR
7/
3

に
ぶ

い
黄
橙

10
YR
7/
3

第
26
図

Ⅶ
胴

部
外 内

横
位

ナ
デ

→
刻

目
突

帯
貼
付

横
位

ナ
デ

外
:橙

7.
5颯

7/
6

内
:に

ぶ
い
黄

橙
10
YR
7/
4

第
26
図

Ⅷ
立 ロ

日 円

琳 肉

粗
雑

な
不

定
方

向
の
条
痕

横
位

ナ
デ

外 肉

に
ぶ

い
橙

7.
5釈

7/
4

に
ぶ

い
責
構

10
m7
/4

第
26
図

Ⅷ
胴

部
外 内

粗
雑

な
不

定
方
向
の
条
痕

横
位

ナ
デ

外 肉

に
漠ド

ヤ`
増登

7.
5Y
R7
/4

に
ぶ

い
黄

橙
10
YR
7/
3

生
:少

C:
少

D:
中

E:
少

第
26
図

Ⅷ
胴

部
外 肉

叉
状

工
具

に
よ

る
斜

位
条
痕

条
痕

→
ナ
デ

外 肉

に
ぶ

い
褐
75
釈

6/
3

とこ
,S
予

黄ヽ
布
争
10
YR
7/
3

生
:微

C:
中

D:
少

H:
中

第
26
図

Ⅸ
日
縁

部
外 内

押
圧
縄
文

条
痕
→
ナ
デ

外 内

褐
灰

5Y
R4
/1

黄
灰

2.
5Y
5/
1

A:
少

Ci
 t
tD
:多

11
7～

■
9は

同
-1
固

体

胎
十

に
繊

維
湯

入

第
26
図

Ⅸ
日
縁
部

外 肉

押
圧
縄

文
ナ
デ

外 内

灰
白
2.
5Y

8/
2

淡
黄

2.
5Y

8/
3

A:
少

C:
多

D:
特

多
F:
微

11
7～

11
9は

同
一

個
体

冶
上

に
繊
維

混
入

第
26
図

Ⅸ
日
縁

部
外 肉

押
圧
縄
文

条
痕
→
ナ
デ

外 内

浅
黄

2.
5Y

7/
3

セ建
うこ

2 
5Y

8/
4

代
:少

C:
中

D:
特

多
11
7～

11
9は

同
-1
回

体

胎
十

に
繊

維
湯

入
。
外

面
に

媒
付

着

第
26
図

Ⅸ
口
縁
部

外 肉

縄
文

横
位

ナ
デ

外 肉

に
ぶ

予`
橙

7 
5Y
R7
/4

に
ぶ

い
橙

7 
5Y
R7
/4

日
堀
耳
吉
mこ

亥
」
目

X
口
縁

部
外 内

貝
殻
腹
縁

刺
突
→
積
位

貝
殻
腹
縁

押
引

ナ
デ

→
横
位

撚
糸
文

外 肉

淡
黄

2.
5Y
8/
3

老比
おこ

2 
5Y
7/
3

'粗
大

12
2

X
口
縁

部
外 内

棒
状

工
具
に

よ
る
連
点
・
波
状
沈
線

丁
寧

な
横
位

ナ
デ

外 内

瑠
豊
5Y
R7
/6

屯
豊
5Y
R7
/6

12
3と

同
一
個

体
日
属
部

に
浅

い
刺

突

X
日
縁

吉
巨

外 肉

棒
状
工
具

に
よ
る
連
点

。
波
状
沈
線

丁
寧

な
横
位

ナ
デ

外 肉

橙
5颯

7/
6

構
5Y
R7
/6

12
2と

同
一
個

体

口
唇

部
に
浅

い
刺

突

X
口
縁

部
外 肉

横
位

条
痕
→
ナ
デ

横
位
ナ
デ

外 肉

1こ
ぶ

ヤ`
橙

7 
51
R6
/4

1こ
漠 ド

い
増釜

7.
5Y
R6
/4

楡
こ
ば
れ
付

着

12
5

X
胴

部
外 肉

横
位

ナ
デ

構
位

ナ
デ

外 肉

黄
橙

10
YR
7/
8

灰
昔

7.
5Y
R6
/2

A:
微

C:
多
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第Ⅱ章 前ノ原第2遺跡

察

No. 傑の範囲 (ml
掘込みの

深さ(m)
礫密度 配 石 炭化物 分類

SI-01 1,88 X l.22 0。 26 密 × Ⅱ

SI-02 0.92× 0,78 0。 15 密 O Ⅲ

SI-03 1,04X O,99 0。 17 疎 × O Ⅱ

SI-04 1,06× 0,99 0。 17 密 × Ⅱ

SI-05 1.02× 0,81 0.18 疎 × Ⅱ

SI-06 0。 83× 0.59 疎 × Ⅱ

SI-07 1.22 X l.19 疎 × Π

SI-08 1.28× 1.1 0.1 疎 × Ⅱ

SI-09

1.35× 1.01 0.18 客 × Ⅱ

SI― 1 1.71X O.9C 疎 × Ⅱ

SI― 1.23)(1.0[ 0.29 密 × Ⅱ

SI― 2.05× 1.89 0.18 疎 × Ⅱ

4 1.28× 1.26 0。 1 密 × Ⅱ

1.49× 1.10 0.2C 密 × Ⅱ

1.44× 1.04 0.26 密 × Ⅱ

SI―

1.17× 1.0[ 0.2C 密 × Ⅱ

0。 95× 0. 0。 12 疎 × Ⅱ

SI-20 0.83× 0.66 0.14 疎 × Ⅱ

SI-21 0.77× 0.74 0.18 密 × Ⅱ

SI-22 1.31× 1.04 0.18 疎 × Ⅱ

SI-23 1.56X l.31 0,23 疎 × Ⅱ

SI-24 0.98× 0.87 疎 × H
SI-25 0.90× 0.5C 0,15 疎 × Π

SI-26

*「分類 人木澤一郎 1994『南九州の集石遺構」『南九肘‖縄文通信』No,8の基準に従つた

9 土石 察

No. さ (c匈 Cm り (c劇 石 オ 欠 昌蓮器イ

148 2.6 1.8 0,7 チ ャ ーいト ぐ 。片 HmttR

149 2.35 1,7 0,9 チ ャ ―ヽ ト ユ端 都

150 2.15 1,45 0.2 ホル ンフェアレス 片脚 都

151 2.15 1,7 0,3 と山ザ

152 2.4 0.4 と山サ

153 ０
０ 0。 45 争山サ 片脚 都

154 1.75 0.2 1子サ〉ザ

155 0。 95 チ ャ 単― ト

156 2.05 0.7 E チャー ト

157 1,35 0.15 ホル ンフェルス

158 2.7 0.5 石 A
159 3.1 つ

ね 0,G ナ ヤ ‐― ト ,脚部

160 1.55 0.35 チ ヤ ‐― ト ,脚部

石

No. 石 材 名 長さ(cm) 幅 (cm) 厚さ(cm) 重さ(貿 ) 敲打痛 研磨痛

砂岩 11,3 周縁 及び両而 両 面

尾鈴酸性岩 周 縁 両 面

砂 岩 5.2 周 縁 両 而

砂 岩 12.2 8.3 両端都及び片面 片 而

砂 岩 6.7 ほぼ全面 片 面

砂 岩 6.7 4 周縁 及 び 片 面 片 而

砂岩 5。 8 周縁 径

砂岩 9.2 1000 全 面 径
ヽ



T

＼
０ 167

(〔::::,)       168

(〔
:::::;)       172

第20図  出土石器実測図 (2)
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第21図 出土石器実測図 (3)

刃部調整は行われない。

石斧 (第19図 164)

1点出土した。堆積岩を両縁から剥離した後、刃部には研磨を、柄にあたる部分には敲打を

行い仕上げたものである。

磨石 (第20図 166～ 173)

約30点出土した。ここでは、うち8点を掲載した。具体的な観察結果は表10の とおりである。

凹み石 (第21図 17つ

平坦面に使用による凹みがあることから、磨石とは区別した。凹みは、両面の中央部にそれ

ぞれ2箇所並んでいる。周縁には敲打痕が明確に認められる。

換入片刃石斧 (第19図165)

棒状の円礫を用い端部に側縁から面的な剥離を行い、更に研磨を行うことにより、刃部を作

出する。研磨は片側の側縁にも顕著に行われ、柄がずれないよう、ス トッパーも設けられてい

る。弥生時代に使用された石斧の一種(註 3)であるが、北部九州で見 られるれるものよりも、研

磨による成形が希薄であり、原礫の形状に大きな変更はない。アカホヤ火山灰層の上面で確認

された。

第 5節 可ヽ結

前ノ原第2遺跡からは、幅広い年代の生活跡が確認された。

最も古い年代は縄文時代早期であり、早期の前葉から末にかけて、長期間にわたる集落が営

第Ⅱ章 前ノ原第2遺跡
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第22図 出土土器平面分布図(I類 )
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第23図  出土土器平面分布図 (Ⅱ 類)
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第24図 出土土器平面分布図 (Ⅲ ～V類 )
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第25図  出土土器平面分布図 (Ⅵ 類)

-39-



N

0      5      1om

一

凡例

o…Ⅶ類(第 3層 )

・ …Ⅶ類(第4層 )

△…Ⅷ類(第 3層 )

A…Ⅷ類(第4層 )

x… Ⅸ類(第 3層 )

o… Ⅸ類(第4層 )
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第Ⅱ章 前ノ原第2遺跡

まれていたことが明らかとなった。中でも、早期前葉の前平式と、後葉の平楕式の出土量は多

く、集落の規模が比較的大きかったことを窺わせる。一方、早期中葉の土器群は、中原Ⅲ・Ⅳ

式が一個体出土するのみであり、集落の縮小が考えられる。

調査区内からは検出された集石遺構は26基に上る。形態的には、殆どが掘 り込みを伴い、底

石を配置しない、八木澤氏の分類ではⅡ類にあたるものである(註 4)。 また、磨石も約30点出土

している。このような出土状況は、縄文時代早期を通して、この地点が集落内における調理場

であつたことを物語つている。なお、石製品に目を向けると、石鏃が 8点しか出土せず、調査

区内から出土する剥片も極めて少量であることから、石器の製作場は、調査区外に設けられて

いたと想定される。

生活跡は、縄文時代早期以降も見受けられる。アカホヤ火山灰層の上面からは、縄文後～晩

期の土器や、弥生時代の遺物が少量出土し、古代の布痕土器も確認されている。また、時期不

明ながら、柱穴と考えられるピット群も検出されている。アカホヤ火山灰層の上層が殆ど削平

されていたために詳細は不明であるが、縄文時代早期以降も、たびたび集落が形成されていた

ことが窺える。

註

1:上田 耕・茉畑光博 1997「宮崎県内の快状耳飾」『南九州縄文通信』No,11

2:熊本県教育委員会 1996「蒲生 。上の原遺跡」『熊本県文化財調査報告書』第158集

3:甲元真之・山崎純男 1984『弥生時代の知識』東京美術

4:八木澤一郎 1994「南九州の集石遺構」『南九州縄文通信』No.8
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第Ⅲ章 ズクノ山第1遺跡

第Ⅲ章  ズクノ山第 1遺跡

第 1節 調査の概要

遺跡は黒北川の右岸にあたる鹿村野地区台地上の北部にある。この河川との高低差は60mを

越え、特に北端側はシラス堆積層の侵食等により断崖絶壁ともいえる地形を形成している。遺

跡の東側には、やはリシラスの侵食により形成されたと見 られる谷地形を挟んでズクノ山第 2

遺跡E区が所在し、谷部においては湧水やそれに伴う「水穴」と呼ばれる空洞が数箇所確認さ

れた。調査は高低差約 5mを有するやや緩やかな斜面上に営まれた畑地のうち、工事施工から

の影響を免れないと判断された約5,650ポを対象として実施した。

調査を実施するにあたり、宮崎県文化課による事前試掘調査のデータを基に、主にアカホヤ

堆積層より下部の縄文時代早期包含層及び遺構検出を想定していた。しかし、耕作土を除去し

た時点で、弥生時代の竪穴住居跡が発見されたため、急きょ同時代の集落跡調査を行うことと

なった。検出面はアカホヤ火山灰堆積層と縄文時代早期の遺物包含層である暗褐色硬質土層上

面までを対象とした。これは畑地開墾等の影響により既に一部のアカホヤ層が滅失していたか

らである。調査の結果、弥生時代の竪穴住居跡35軒のほか、時期は確定できなかったが掘立柱

建物も3軒検出された。調査の大半は弥生時代出土資料の記録作業に費やすこととなり、縄文

時代早期についてはその分布域をトレンチ調査で絞り込み、必要最小限の区域のみを調査した。

約15基の集石遺構が検出されたが、遺物の出土は少量にとどまった。

調査区内の層序は、上層から①耕作土層②黄橙色土層③アカホヤ火山灰堆積層④暗褐色硬質

土層⑤褐色土層を基本とし、④⑤が縄文時代早期の遺物包含層にあたる。②については弥生時

代の遺物も出土するが、③の腐食土層または二次堆積層である可能性もあり、プライマリーな

遺物包含層であるかは疑わしい。調査区の北端及び北東部で堆積が見られる。これらの層は東

側の谷と微高地を隔てたズクノ山第 2遺跡などとは土色標記が異なるが、②を除いてほぼ各遺

跡調査区と共通するものである。

第 2節 縄文時代早期の遺構と遺物

主に調査区南及び南東の、アカホヤ層直下にあたる褐色硬質土層中及びその下層の褐色土層

中において15基 の集石遺構を検出した。大半が土坑を伴い、焼礫の出土状況は密なものと疎ら

なものがある。受熱による破砕のためか、各礫は拳大前後の小ぶりのものが大半であつた。遺

構内からの良好な出土遺物も無い。同期の包含層からは貝殻条痕文系・押型文土器・手向山式

土器・塞ノ神式上器・苦浜式土器・轟 I式土器などが出土している。これらのことから、集石

遺構の時期は早期と考えられるが、検出層位からみて、やや時期の下る押型文土器以降のもの

と判断できよう。その他詳細については、機を得て再度報告したい。
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第2図 集石遺構実測図 (S=1/20)
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表1包含層出土土器観察表
B:長石 C:砂粒  D: )

図面番掲 遺物番号 部 位 調   整 色  調 胎   土 備考

l 口縁部
外 :横位 の貝殻押引文、条痕文

肉 :条痕のちケス
゛
リ

外

内

浅黄 (2.5Y7/3)

暗灰黄 (2.5Y5/2)
):微

2 口縁部
外

肉

斜位の条痕

ナテ
゛

外

内

にぶい衰橙 (10YR6/3)

にぶい黄橙 (10YR7/3) ':多

3 胴 部
外 :一
肉 : ケス

｀
J

外

肉

にぶい黄橙 (10YR6/3)

灰黄楊 (10YR5/2) ':中

4 胴 部
外

肉

横位条痕文

条痘
外 :橙 (7.5YR7/6)

内 :にぶい黄褐 (10YR5/3)
3:少 C:微

5 月同部
外 :押型文

内 : ナテ
゛

外

内

|こ ぶヤ`黄橙 (10VR7/3)

|こ ぶヤヽ黄褐 (10YR5/3)
3:微 Ci中

6 月同部
外

肉
横位の山形押型文
持

ヾ

外

肉

にぶい貢橙 (10YR6/3)

灰苦褐 (10YR5/2)
:ゝ微C:少

7 口縁都
外

内

縦位の山形押型文

横位の山形押型文

外

肉

橙 (7.5YR6/6)

にぶい赤褐 (5YR5/4)
3:微 C:中

月同部
外

内

縦位の山形押型文

ナテ
゛

外

内

にぶい貢褐 (10YR5/3)

|こ漠ドヤヽキ島(7.5YR5/4)
工少C:少

胴 部
外

肉

縦位の山形押型文
十手

゛

外

肉

にぶい黄褐 (10YR5/3)

にぶヤヽ褐 (7.5YR5/4)
:ゝ少C:少

頸部
外

内

撚糸文

ナテ
゛

外

肉

にぶい黄橙 (1017R7/4)

|こぶい黄構 (10YR6/3)
3:微C:微

口縁菩Б
外

内

撚糸文

"゛

外

肉

|こ 漠ゞヤ`卒島(7.5YR5/4)

にぶい褐 (7.5YR5/4)
3:微C:微

口縁音Б
外

肉

”

持

外

内

明衰褐 (10YR7/6)

V建着ξ(2.5Y8/4)
3:微Ci微

口縁吉卜
外

内

条痕からナデ

不明

外

肉

にぶい褐 (7.5YR5/4)

雅熟(7.5YR4/4)
〕:少

口縁部 　ヽ
痕

芳

条

外

内
外 :橙 (7.5釈 7/6)

肉 :にぶい黄橙 (10YR7/3)
3:微C:微

口縁吉Б
外 : ナテ

｀

肉 ・ 十手
ヾ

外

肉

|こ ぶヤ`黄橙 (10YR7/4)

とこ模ミヤヽモ彗巾争(10YR6/4)
3:微 C:微

胴部
外

肉

9

条痕からすデ

外

肉

黄 (2.5Y8/6)

老賠泊こ(2.5Y7/3) ':少

月同割
`

文痕

痕

条

条

外

内

外

肉

淡黄 (2.5Y8/4)

浅黄 (2.5Y7/3) ':中

底 部
外

肉

タス
｀

,

持

｀

外

肉

|こ ぶい橙 (5YR6/4)

とこぶヤヽ昔搭 (10YR6/3) ':多
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第 10図 包含層出土遺物実測図
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表2包含層出土石器観察表
図面

番号

遺物

碁丹
遺構名 石材名

大きさ (cm)
重さ(g) 備 考

長 さ 幅 厚さ

19 包含層 石鏃
つ
る 0.2

20 包含層 叩き石 5.4 3.7 86 両端敲打痕、両面研磨痕
つ
る 包含層 叩き石 6.4 3.6 3.6 122 両端敲打痕

つ
る

０
々 包含層 磨石 6.5 4.1 285 一端及び両側縁敲打痕、片面研磨痕
つ
る 包含層 磨石 8.8 7.9 4.4 388 周縁及び片面敲打痕、片面研磨痕

24 包含層 磨石 9,9 3.6 499 周縁敲打痕

つ
る 包含層 磨石 10.9 6.6 4.9 433 周縁及び片面敲打痕、両面研磨痕
つ
ね 26 包含層 叩き石 8,5 340

つ
る

つ
る 包含層 叩き石 9.5 7.1 4.1 865



21

包含層出土遺物実測図
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第12図 包含層出土遺物実測図

-67-



第 3節 弥生時代の遺構と遺物

調査区の中央部より北側にかけて、主に検出作業を行なった。その結果、間仕切 り住居を含

む竪穴住居跡や土坑などが検出された。調査区南端から遺構分布域にかけては、比較的急な斜

面地形を呈する。この南側及び北西側については、耕作土を除去した時点で、既にアカホヤ層

が残存しておらず、縄文時代早期の層にあたる褐色硬質土層 (カ シワバン)が露出していた。

畑地形成の過程で既に削平を受けていたと見 られる。さらに南側においても同様の状況であり、

弥生時代以降の遺構遺物や包含層ともに皆無であった。北側のSA-10あたりからは、ほぼフラ

ットに見えるほどの緩斜面となる。SA 19。 30～ 31周辺は最も低く、降雨の度に水溜りとなり、

シラス層の陥没やその北側の崖部が崩落していく状況も見 られた。遺構分布域の東側について

は、削平を受けていないが明瞭なアカホヤ層ではなく、腐植土状の不安定な堆積であつた。上

面から少量の遺物も出土したが、遺構は検出されなかった。さらに東側のシラス陥没によって

形成された谷地形の影響を、かなり受けているものと考えられる。以上のことから、南側を除

いては遺構群の若干の拡がりを想定しておく必要がある。

堅穴住居跡と認定したものは35軒 ある。規模は大小様々であるが、間仕切 りを有するもの

(SA 09。 12・ 16・ 25。 27・ 28・ 32・ 33)と方形プランで間仕切 りの無いものとに大別され、

間仕切 リタイプには円形基調 (SA 16・ 33)と方形基調のもの (SA 09。 12・ 25・ 27・ 28・

32)がある。その他、住居内土坑と認識できるものや主柱穴のみが残存するもの (SA 34。 35)

も、これに含めた。各遺構や出土遺物概略については以下に記すが、その詳細は一覧表を参照

いただきたい。文中に記した「主軸」は住居軸の大まかな目安である。

宮崎県の弥生時代土器編年は、主に宮崎学園都市での調査などの資料に拠るところが大きか

ったが、近年では石川氏による宮崎平野を中心とした出土資料の編年案や棄畑氏による中溝式

上器の検討など、徐々にその調査研究成果も進展しつつある。ここでは県内で一般的に用いら

れている石川氏の編年案を参考とした。但し、編年案が途上の段階であることや本遺跡出土資

料の出土状況なども考慮し、あえて必要最小限にとどめた。

(SA-01)

遺構分布域では最も南側の、標高103.6m前 後の地点で検出した。検出面から床面最深部ま

では約17cm。 長方形プランを呈し、主軸はN51° Wを とる。 2本分の柱穴と浅い土坑を有す

る。遺物は土器の細片が数点出土したのみであった。

(SA-02)

SA-01か ら東へ最短約2.4mの 地点で検出した。検出面か ら床面最深郡 までは約22cm。 長方

形プランを呈 し主軸もN50° Wと、ほぼ01と 同様である。中央付近に浅いピットを有する。柱

穴は確認できなかった。長頸重の日縁部(28)、 壷の日縁部(202)な どが出土 した。石川編年のⅢ

期 (以下省略 し、同様の扱いとする)に属するものとみ られる。

(SA 03)

SA 01か ら北へ最短約3mの地点で検出した。方形プランを呈するが、北西隅に楕円形の土坑
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を有する。柱穴は確認できなかった。主軸はN19° Eを とる。検出面から床面最深部までは約

14m。 遺物は住居床面から台石(126)打製石斧(128)、 土坑内から甕形土器(28～ 32)と 壷形土器

の底部(33)の ほか台石(125)軽 石製品(127)な どが出土した。甕はいずれも日縁部の折れ曲がり

稜線を明瞭に残していることや外反の度合いなどから、石川編年のⅢ期～Ⅳa期に属するものと

みられる。

(SA-04)

SA 03か ら西へ最短約2.7mの 地点で検出した。柱穴は確認できなかった。やや膨らみのある

長方形プランを呈し、内部に4本の主柱穴と中央に土坑を有する。南壁の一部は耕作溝による

撹乱を受けている。検出面から床面最深部までは約28cm。 主軸はE10° Nを とる。遺物は覆土

内及び土坑内か ら、甕形土器(34。 35)壷形土器(36・ 37)や磨製石鏃の未製品(129)軽石製品

(130)叩き石(131。 132)な どが出土した。(34)は直日する日縁部の下位に刻み目突帯をもつ下城

式系甕と、(35)日 縁部の台形状突帯を特徴とするもので、石川編年のⅢ期に属するものである。

(SA-05)

SA-04か ら北へ最短約3.4mの 地点で検出した。やや膨らみのある歪な方形プランを呈する。

柱穴は確認できなかった。主軸は N21° Wを とる。検出面か ら床面最深部までは約20cm。

遺物は甕形土器(38～ 44・ 184)壷形土器(45)や台石(133・ 135)叩 き石(136)な どが出土した。土

器はいずれもV期を下るものが見 られず、脚台状の底部(40)な どもあり、Ⅲ期の中でも古い要

素をもつ一群として捉えておきたい。

(SA-06)

SA 05と 08の 中間地点において検出した。SA 05か ら西へ最短約2.4mの地点にある。柱穴は

確認できなかった。僅かに隅丸の長方形プランを呈する。柱六は確認できなかった。検出面か

ら床面最深郡までは約 16cm。 遺物は凡そ Ⅲ期に属する壷形土器の日縁部片(46)の ほか、土器の

細片が北側に集中して数点出土 したのみである。

(SA-07)

SA 09か ら東へ最短約 0。8mの地点で検出した。長方形プランを呈 し、主軸はN35° Wを とる。

柱穴は確認できなかった。柱穴は確認できなかった。検 出面か ら床面最深部 までは約 30cm。

南東壁の一部は耕作溝による撹乱を受けている。遺物は土器片が少量出土 したのみである。

(SA-08)

SA 06か ら西へ最短約2mの地点で検出した。長方形プランを呈し、主軸はW18° Nを とる。

柱穴は確認できなかった。 2本分の柱穴と南壁寄 りに方形の上坑を有する。他に浅く小ぶりな

ピットも見 られるが、住居に伴うものかは不明。検出面から床面最深部までは約50cm。 遺物

はⅢbか ら、Ⅳ期の範疇におさまる甕形土器(47・ 185)の ほか、土器の細片などが少量出土した

のみである。

(SA-09)

調査区の最も西側、標高約103.5m前後の地点で検出した。柱穴は確認できなかった。 3箇
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所の突出壁を有し、やや不整形であるが方形プランを基調とするものと見 られる。 4本分の柱

穴と中央にピットを有する。検出面から床面最深部までは約32cm。 遺物は土器の細片などが

数点出上したのみである。

(SA-10)

SA-05か ら北東へ最短約8.5mの 地点で検出した。基本的には長方形プランを呈するが、東西

の壁が一部突出している。拡張の可能性もあり、掘 り下げの段階で精査したが明確にはできな

かった。柱穴は確認できなかった。住居群の中では比較的大型の部類で、 4本分の柱穴を有す

る。主軸はW14° Nを とる。検出面から床面最深部までは約42cm。 遺物は甕形土器(49・ 50)

壺形土器(48)をはじめ土器の細片、磨製石鏃(137)打製石斧(139)軽石製紡錘車(140)軽石(141・

142)叩き石(143～ 145)台石(146)の ほか、土製勾玉(51)も 出土した。勾玉は丁子頭のタイプで、

片面の一部を欠損している。土器はいずれもⅢbか らⅣa期の範疇におさまるものである。打製

の石鏃(138)は縄文時代のものであろう。

(SA-11)

SA-10か ら北東へ最短約1.5mの地点で検出した。ほぼ長方形プランであるが北壁は一部突出

したように歪な形状を呈し、 2本分の柱穴を有する。主軸はN49° Wを とる。検出面から床面

最深部までは約17cm。 遺物は甕形土器(53～ 58。 186)壷形土器(59・ 60)を はじめ土器の細片

が出土した。(54)に はやや古い要素、(58)な どにはやや新しい要素がみられるなど若千の編年

上の時間差を感じるが、ⅢからⅣ期の範疇におさまるものである。

(SA-12)

SA llか ら南東へ最短約4.9mの地点で検出した。方形プランを基調とし、 4箇所の突出壁と

中央部との段差によリベッド状の区画を有するが、その床面は歪であり本来の形状とは考え難

い。二次的に設営されたものかどうかは、明確にできなかった。南東の壁の一部は境乱を受け

て消失している。柱六は確認できなかった。主軸はN17° Eを とる。検出面から床面最深部ま

では約18cm。 遺物は甕形土器(61・ 62)の ほか土器の細片、磨製石鏃(147)台石(148。 150)軽石

(149)な どが出上した。(61)は Ⅲ期に属するものとみられる。

(SA-13)

SA llか ら東へ最短約3.9mの 地点で検出した。方形プランで南壁はやや歪な形状を呈する。

2本分の柱穴とその南側に丸底の土坑を有する。主軸はN2° Eを とる。検出面から床面最深部

までは約12cm。 土坑内でほぼ完形を含む壷形土器(64・ 65)、 その南側の壁に面したところで

完形もしくはほぼ完形の壷形土器の一括資料(63・ 66～ 68)が 出土した。完形でないものについ

ては、耕作の影響により破損したものであり、本来は完形品であつたものと考えられる。その

他は壷形土器(69)や 高不(70)な どがある。甕はいずれも底部は平底であり、その他の器種を含

めて全般的に成形調整とも粗雑な傾向が見受けられる。 V期 に属する一群である。

(SA-14)

SA-14か ら東へ最短約3,lmの 地点で検出した。ほぼ方形プランを呈し、主軸はN19° Eを と
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る。北東と南壁の一部を、境乱及び削平により消失している。南北の隅に 2本分の柱穴を有す

るが、南側のそれは浅く、住居に伴うものであるかは疑わしい。検出面から床面最深部までは

約12cm。 遺物は壺形土器(187)、 台石(151)とその他土器片が出土した。(187)は Ⅲ期に属する

ものとみられる。

(SA-15)

SA-14か ら東へ最短約6.4mの地点で検出した。後世の削平により、原形をとどめていない。

遺物は甕の破片がごく少量出土したのみである。

(SA-16)

SA 13か ら北東へ最短約10.6mの 地点で検出した。 6箇所の突出壁とベッド状の区画を有す

る花弁状住居で、住居群の中でも大型の部類である。また、住居中央にやや丸みのある長方形

プランの土坑を伴う。東側の一箇所を除いて、各突出部に合わせた 5本分の柱穴が見られるが、

本来は 6本柱であった可能性も考えられる。検出面から床面最深郡までは約64cm。 遺物は主

に覆土中から甕形土器(73・ 78～ 81・ 189。 191)重形土器(71・ 72・ 74・ 75。 77・ 190。 192)

をはじめ多量の土器の細片と土製勾玉(82)、 台石(152)叩 き石(153・ 154)軽石(155)の ほか、土

坑内からも完形の壷形土器(76)が出土した土製勾玉は遺跡内から計 3個林出土してお り、これ

は最も小型のものである。土器底部の窄まりや上げ底の様相から、凡そⅣ期におさまるもので

あろう。(76)に ついては雲母が混入するなど、他の土器と胎土が異なることから、移入品と考

えられる。

(SA-17)

SA-13か ら北西へ最短約2.8mの 地点で検出した。特に南壁などはかなりの丸みをもつ本来は

方形プランを呈するもので、住居群の中では大型の部類に入る。調査の段階では明確にできな

かつたが、住居の拡張か重複がありえるものと考えられる。主軸はN38.5° Eを とる。検出面か

ら床面最深部までは約32cm。 6本分の柱穴を有する。遺物は会形土器(83～ 92・ 96・ 97・

193)や壺形土器(93～ 95。 98～ 101・ 194・ 195)、 台石(156)叩き石(158・ 162～ 165)磨製石鏃

(157)軽石(159。 160)軽石製品(161)な どが出土した。各土器における日縁部及び底部の形状に、

編年上の時期差がみられる。Ⅲ～Ⅳ期の範疇で捉えておきたい。

(SA-18)

SA 17か ら北へ最短約1.4mの地点で検出した。ほぼ方形のプランを呈し、主軸はW15° Nを

とる。東壁を切 り込む土坑状の遺構は、住居に伴うものではない。柱穴は確認できなかった。

検出面から床面最深部までは約12cm。 遺物は甕底部(108)のほか、土器片が少量出土した。

(SA-19)

調査区の北壁沿いのSA-18か ら北東へ最短約7.3m、 標高約101.2m前後の地点で検出された。

ほぼ方形のプランを呈し、主軸は をとる。 4本分の柱穴とその西側に浅い土坑を有する。更

に北側へ延びるが、地盤沈下と崖崩れの兆しが見られたので、あえて調査区は拡張しなかった。

SA 30。 31も 同様である。検出面から床面最深部までは約35cm。 遺物は甕形土器(103・ 196)
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のほか、土器の細片が出土 した。(103)は胴郡が膨 らむ形状か ら、Ⅳ期に属するものと考え られ

る。

(SA-20)

SA 10か ら西へ最短約3.lmの地点で検出された。やや歪な方形プランを呈 し、主軸はN30°

Eを とる。柱穴は確認できなかったが、西壁にほぼ沿 うように床面を掘 り込んだ土坑 を有する。

検出面か ら床面最深部までは約 16cm。 遺物は高杯脚部(105)や壷形土器(104)のほか、土器片が

出土 した。(104)は垂れ下が り状に作 られる日縁部の一部で、 Ⅲ期に属するものと考えられる。

(SA-21)

SA-06か ら北へ最短約5,7mの地点で検出された。方形プランを呈するものとみ られるが、残

存状態が悪 く、詳細は不明。検 出面か ら床面最深部までは約 1lcm。 遺物は」期 に属す る とみ

られる甕形土器(106)や軽石(166)の ほか、土器片が少量出土 した。

(SA-22)

SA 20か ら北へ最短約2.lmの 地点でSA 23に切 り込 まれた状態で検出した。方形プランを呈

し、主軸はW17° Nを とる。柱穴は確認できなかった。検出面か ら床面最深部 までは約4cm。

遺物は叩き石(167)と 土器片が少量出上 した。

(SA-23)

SA 22北側 とSA-24の 南側 を切 り込む状態で検出した。方形プランを呈 し、主軸はN17° E

をとる。 1本分の柱穴を確認 した。検出面か ら床面最深部までは約31cmo SA-22と 共 に、住

居群の中では小規模なものである。遺物は甕形土器(197・ 198)や軽石(168。 169)の ほか土器片

が少量出土 した。

(SA-24)

方形プランを呈するもので、東側は残存状態が悪 く歪である。東壁の一部は突出したように

も見えるが、本来の形状ではないものと考え られる。 7本分の柱穴 と浅い落ち込みを有する。

この落ち込みと住居を切 り込む方形 と精円形の土坑が、住居に伴 うものであるかは明確にでき

なかった。検出面か ら床面最深部までは約 15cm。 遺物は叩き石(170)の ほか、土器片が少量出

上 した。

(SA…25)

SA 24か ら北へ最短約 5。3mの地点で検出した。 2箇所の突出壁、2本分の柱六 と歪な方形の

土坑 を有 し、方形プランを基調 とする。壁の一部が撹乱によ り消滅 してお り、突出部の状況か

らみて、本来は 3箇所の突出壁 を有するものであった ことも考え られる。主軸はE78° Nを と

る。検出面か ら床面最深部までは約20cm。 遺物は土器片が少量出土 したのみである。

(SA-26)

SA 17か ら西へ最短約1.8mの地点で検出した。ほぼ方形プランを呈し、主軸はW20° Nを と

る。 2本分の柱穴と、それからやや南にずれた位置に浅い土坑を有する。他に4箇所で浅く小

ぶりのピットも見られるが、住居に伴うものであるかは疑わしい。検出面から床面最深部まで
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は約20cm。 遺物はⅢ期に属するとみ られる甕形土器(107)と ミニチュア土器(108)の ほか、土器

の細片が少量出土 したのみである。

(SA-27)

SA-26の北壁とわずかに接した状態で検出した。方形を基調とする間仕切 り住居で、 3箇所

の突出壁を有するものと想定されるが、北東側の壁も長方形の区画で突出する。これは拡張さ

れた結果と想定される。 2本分の柱穴を有する。主軸はE32.5° Nを とる。検出面から床面最深

郡までは約32cm。 遺物は甕形土器(109。 199)と 叩き石(171)のほか、Ⅲ期に属するとみられる

土器片が少量出土した。

(SA-28)

SA-27か ら北へ最短約0,9mの 地点で検出した。突出壁を1箇所と2本分の柱穴を有し、方形

プランを基調とする間仕切 り住居である。外周には拡張の痕跡が見 られ、東側の間仕切 り部は

浅く掘 り窪められる。主軸はN84° Wを とる。検出面から床面最深郡までは約17cm。 遺物は

台石の破片(172)と 土器片が少量出土したのみである。

(SA-29)

SA 28か ら北西へ最短約5mの地点で検出した。方形プランを基調とし、主軸はN28° Wを と

る。柱穴は確認できなかった。検出面から床面最深部までは約15cm。 遺物は丁子頭タイプの

土製勾玉(110)のほか、土器片が少量出土したのみである。

(SA-30)

SA-29か ら東へ最短約3.3mの地点で検出した。SA 19な どと同様に詳細をつかめないが、方

形プランを呈するものと想定され、壁面の一箇所と内部 2箇所に土坑を有する。柱穴は確認で

きなかった。検出面から床面最深部までは約37cm。 遺物は甕形土器(111～ 113・ 115。 200)

壷形土器(114)の ほか土器の細片と砥石(173・ 175)が出土した。(111)は 山ノロ式で、胎土に雲

母を含むことから移入品と考えられる。(112)は胴部にやや膨らみを有する。(114)は胴部の張

りが小さい壷形土器の片部で、その他を含め凡そⅢ期の範疇におさまるものである。

(SA 31)

SA-30か ら東へ最短約7.lmの 地点で検出した。SA 30な どと同様に詳細をつかめないが、方

形プランを呈するものと想定される。柱穴は確認できなかった。検出面から床面最深郡までは

約10cm。 遺物は土器片が少量出土したのみである。

(SA-32)

調査区の最も北側、SA 31か ら西へ最短約3.lm、 標高約101.2m前後の地点で検出した。こ

の住居を含めた一帯は、降雨によって泥だまりとなり、また水穴による陥没の兆候や地山の亀

裂も見 られたため、詳細を把握しうるような調査は不可能であった。調査時の現状で 3箇所の

突出壁を確認したが、本来は方形プランを基調とするものでSA-12・ 27と 同タイプであると想

定される。柱穴は確認できなかった。主軸は W12° Nを とる。検出面から床面最深部までは

約26cm。 遺物は剥片石器(176)叩 き石(177・ 178)台石(180)軽石(179)の ほか、土器片が少量出
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土したのみである。

(SA-33)

SA 29か ら西へ最短約7.3mの地点で検出した。調査の時点で 3箇所の突出壁と6本分の柱穴

を有し、円形プランを基調とするものと想定される。残存状態がそれほど良くないことから、

SA 16に類するタイプであったことも考えられる。検出面から床面最深部までは約18cm。 遺

物は会形土器(116～ 121)壷形土器(122・ 123・ 201)の ほか土器の細片と、叩き石(181～ 183)

が出土した。これら土器は、いずれもⅢ～Ⅳ期の範疇におさまるものである。

(SA-34)

SA 23か ら西へ最短約12.5mの地点で検出した。現状では方形の土坑とその東側に 2本分の

柱穴が見 られるのみであるが、本来あった突出壁及びベッド状部を削平によって消失した結果

であると想定し、堅穴住居に含めた。主軸はW17.5° Nを とる。遺物は出上していない。

(SA-35)

SA 25か ら北へ最短約3.lmの地点で検出した。SA-34と 同様に壁面を消失しており、外側に

4本分の柱穴とその中央に土坑を有する竪穴住居と想定した。遺物は出土していない。

第 4節 その他の遺構

SB-01～ 03は、現地調査の段階で古代以降のものと認識していた掘立柱建物である。各建物

の時期についても出土遺物がないことや、埋没土が地点によって若干異なることなど、その時

期を明確にする根拠に欠けるため、あえて 「その他」 とした。ただし各建物の柱間が比較的狭

く、棟持柱を有するものもあることなどから、弥生時代に属すものと想定しておきたい。SX

01は室内整理作業の段階で確認したものである。 1間 ×2間の柱穴の並びで、本来は竪穴住居

に伴うものであったことも考えられる。

(SB-01)

SA 19・ 29・ 30に 囲まれた地点で検出した。 3間 (約 3.58m)× 4間 (約4.lm)の 建物で面積は

約14.7♂、柱間は0.6mか ら1.4mを 測 り、棟持柱を持つ。北側の一部は検出できなかった。不

整形な方形プランを基調とする。

(SB-02)

SB 01に 隣接した地点で検出した。 3間 (約 3.56m)× 4間 (約4,7m)の建物で面積は約17♂、

柱間は0.6mか ら1.32mを 測 り、棟持柱を持つ。南側の一部は検出できなかった。不整形な方形

プランを基調とする。

(SB-03)

SA-04の 東壁側に隣接する地点で検出した。 3間 (約 2.92m)× 4問 (約 3,6m)の 建物で面積は

約10.5♂ 、柱間は 0。94mか ら1,36mを測 り、棟持柱を持つ。不整形な方形プランを基調 とする。
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表3 堅穴住居観察表

番 号 分類 形 状 規模儀 ) 面積 (ポ) 主柱穴 突出壁 出 土 遺 物

SA01 Ⅶ 方形 3. 9X3.3 12.08 2

SA02 Ⅶ 方形 3.4X2.3 8,75 量鱗器(28,202)

SA03 Ml 方形 3,4X2.9 8.70 k奪器(29～ 33)、 石器 (125～ 123)

SA04 Ⅷ 方形 5.6× 5.6 27,97 4 上器 (34～ 37)、 石器 (129～ 132)

SA05 V 方形 ? 3.7X3,4 10.51 辻二器 (38～ 45,184)、 石器 (133～ 136)

SA06 Ml 方形 3.5× 2.9 8.84 土器 (46)

SA07 Ⅶ 方形 3,3X2.6 7.88

SAC8 Ml 方形 4.OX3.2 11.80 2 k8・ (47,185)

SA09 肛 方形半円形 6.0× 5.4 24,96 4 3

SA10 V 方形 7.0× 6.6 43.60 4 2? _LS(48～ 51)、 石卓器(137～ 146)

SAll Ⅶ 方形 4.6X3.4 14.20 2 量醤器(52～ 60,186)

SA12 運 方形 5,1× 4. 8 20,92 4 k奪器(61,62)、 石器 (147～ 150)

SA13 Ⅶ 方形 5。 2X4. 8 22.11 2 止器  (63～70)

SA14 Ⅶ 方形 3.4X2. 0 8.66 2 土器 (187)、 石器 (151)

SA15 Ⅵ 円形 2.6× 2. 8 4.65

SA16 門形 3.4× 8.O 49.16 5(6?) 6 五二器 (71～ 82,189～ 192)、 石器 (152～ 155)

SA17 Ⅶ 方形 8.4X8.3 57.51 6 土器 (89～ 101,193～ 195)、 石器 (156～ 165)

SA18 Ⅶ 方形 3,5X3.0 9,11 土器 (102)

SA19 Ⅶ 方形 5,lX? 4 ELI器 (103,196)

SA20 Ⅶ 方形 5.6X4.5 22.94 齢   (104,105)

SA21 MI? 方形 ? 2.5X? 土器 (106)、 石器 (166)

SA22 Ⅶ 方形 3.8X? 石器 (167)

SA23 Ⅶ 方形 3.3X3,7 13.31 2? 上器 (197,198)、 石器 (168,169)

SA24 V 方形 ? 6.7X6。 7 36.72 5 2? 石器 (170)

SA26 Ⅳ 方形 4.8X4. 7 20.29 2 2

SA26 Ⅶ 方形 5。 6× 4.8 24,49 2 士■器(107,108)

SA27 Ⅳ 方形 5.6× 4. 4 19.57 2 4 士i:器 (109,199)、 ヨg器 (171)

SA28 Ⅳ 方形 5,2X4, 2 13,31 2 2 石器 (172)

SA29 Ⅶ 方形 4,lX3.1 12.06 土器 (110)

SA30 電ヽ? 方形 ? 3.3X? 土瑠子(111～ 115,200)、 石器 (173～ 175)

SA31 WII? 方形 ?

SA32 Ⅲ ? 方形? 7,0× 6,1 32.23 3? 石器  (176～ 180)

SA38 Ⅲ 方形半円形 8.1× 7,7 49,52 6 3 土器 (116～ 123,201)、 石器  (181～ 183)

SA34 つ
ね
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